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PIXUS MX850 
操作ガイド 

ファクス操作編 

使用説明書 

ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。 

将来いつでも使用でさるよラに大切に保管してください。 



操作パネルとメニュー項目について 


ファクスの基本的な設定 

電話回線を接続ずる/発信元情報を登録する/ 
送信先を登録する 


ファクスを送信しよう 

ファクス送信の流れ/ファクスを送信ずる前に/ 

ファクスを送信する/ファクスを再送（リダイヤル）する/ 
そのほかの便利な機能を使ラ 


ファクスを受信しよう 

ファクス受信の流れ/ファクスを受信する/そのほかの便利な 
受信機能を使ラ/メモリに保存されているファクス 


困ったとさには 


付録 

本機の設定を変更ずる/印刷できるレポートとリスト 
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画質や明るさを設定しまず 



(1 


ファクスが送信されまず 







フアクスの巧信に便利な機能 




拟下の3つの方法を使って、あ S かじめ送信巧を登録ずると、すばやく送信できまず 


ワンタッチダイヤル 
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も 




グループダイヤル 
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そのほかにち送信に便利な機能びありまず 



フアクスのを信のしかた （詳しい操作手順については P .30 を 参, 招してください) 


フアクスを送信してみよ 


0000 



複数の相手に一度に送信ずる 


送信巧の状況を51認してか S 送信ずる 
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I 操作パネルとメニュー頃目について 

操作パネルの名称と役割、およびさメニュー項目について説明します。 

f 操作パネル 



〇 電源ボタン 電源を入れる/切るときに押しまず。電源を入れるときは、原稿台カバーを閉じてく 

ださい。 

衾 f 看； 

♦ 本機は電源を切るとファクスを受信ずることがでをません。 

♦ ファクスの送受信中や未送信のファクスがメモリに保存されている場合は電源を 
切ることがでさません。 


e 

コピー ボタン 

コピーモードに切り曾えまず。また、電源を入れたときに点滅しまず。 

〇 

ファクスボタン 

ファクスモードに切り替えます。 

〇 

スキヤンボタン 

スキャンモードに切り替えます。パソコンと接続している場合に使いまず。詳しく 
は、『スキャンガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

e 

メモ y —カードボタン 

メモリーカードモードに切り替えまず。 

〇 

通信中/メモ U ランプ 

ファクスの送受信中に緑色に点減しまず。また、メモリに原稿があるときは緑色に点 
打します。 

〇 

エラー ランプ 

巧祇やインクがなくなったときなど、エラーが発をしたときにオレンジ色に点打また 
は点減しまず。 

〇 

巧晶モニター 

メッセージ、メニュー項目、動作状況が表示されまず。 

〇 

メニューボタン 

メニューを表示ずるとさに使用しまず。 

⑩ 

用紙/設定ボタン 

用紙サイズや給紙位置を変更ずるときに使用します。 

0 

テンキー 

数値やコピー部数などを入力します。また、ファクス/電話番号や文字を入力しま 


す。 

⑩リダイヤル/ポーズボタン テンキーを使用して、最後に送信したき号をリダイヤルしまず。また、ダイヤルずる 

とさやデータを登録するとをに、番号と番号の間にポーズを入れまず。 

⑩お捕ボタン 短縮ボタンを押ずと、登録されているファクス/電話番号またはグループ名のリスト 

が表をされます。 

© ストップ/リセットボタン ファクスの送信を取り消ずときに使用します。また受信したファクスの印刷中にこの 

ボタンを押ずと、印刷を中止して受信したファクスをメモリに保存しまず。 

⑩モノク□スタートボタン（上） 白黒コピー、白黒スキャン、または白黒ファクス送信を開始しまず。 

カラースタート ボタン（下） カラーコピー、カラーフオトプリント、カラースキャン、またはカラーファクス送信 
を開始しまず。 
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⑩オンフックボタン 電話回線に接続するとをと、切るときに使います。 

⑩トーンボタン ー時的にプッシュ信号に切り替えます。また、文字を入力ずるときに入カモードを切 

り替えまず。 

⑩トリ吉ングボタン 表示中の写真をトリミング編集できまず。写真をトリミングするち法については、 

『操作ガイド（本体操作編)』の「印刷する範固を指定するートリミング」を参照して 
<ださい。 

⑩ ►ボタン コピー部数やメニュー項目、設定項目などを選ぶときに使います。液晶モニターに 

▲ /▼/</► と表示されているところは、それぞれのボタンで操作することが 
でをます。 

また、文字を入力ずるとさは、イボタンで入力した文字を消し、►ボタンで文字の 
間にスペースを入力しまず。 

⑩ OK ボタン メニュー項目や設定項目を確定します。また、印刷途中でのエラーか！5復帰するとき 

や、紙づまりを取り除いたあと、復帰ずるときに使います。また 、 ADF (自動原稿 
給紙装置）にある原稿をが紙します。 

⑩戻るボタン 操作を取り消して一つ前の画面に戻ります。 

@お紙切替ボタン 給紙箇所を切り曾えるときに押します。ボタンを押ずたびに後トレイとカセットが切 

り曾わりまず。ファクスモードでは、用紙/設定画面の設定が優先されまず。 

® 送信画質ボタン ファクスを送信するとをの画質を設定します。 

⑩日付}旨定ボタン メモリーカードに保存されている写真を日付で絞り込みまず。日付で絞り込む方法に 

ついては、『操作ガイド（本体操作編)』の「印刷する写真を日付で絞り込む一曰付指 
定」を参照して<ださい。 

©拡大/縮 dwK タン 拡大コピーや縮小コピーの設定をしまず。 

⑩両面コピーボタン 両面コピーの設定をしまず。 

@をトレイランプ（上） 給祇圍巧で後トレイが選ばれているときに点灯しまず。 

カセットランプ（下） 給紙箇所でカセットが選ばれているときに点灯しまず。 

⑩ワンタッチダイヤルボタン 登録されているファクス/電話番号またはグループ名を表示しまず。 
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f メニュー頂目について 

メニューボタン、用紙/設定ボタン、または送信画質ボタンを押すと、ファクスのメニュー項目画面が表 
示されます。 

メニュー項目を使っていろいろな設定や本機のお手入れができます。 



メンテナンス/各設定は、いずれのモードか5でも設定でさまず。機能を設定するとさに、この一覧表を参考にしてくだ 
さい。 


^ファクスモード 

■ ファクスメニュー画面 


百[国国固の 

受悟モ-ド設定 

巧途じ合わせて 
夏信モードを設定できます 


受信モード設定 


ファクス優先モード（づ P .40) 
ファクス専用モード（づ P .41) 
電話優先モード（づ P .41) 


メモリ照を 


原稿リスト印刷 （=> P .4 日) 
指定原稿印刷 （=> P .4 目） 
指定原稿削除 （=> P .48) 


レボー ト/リスト印刷 


通信管理レポート （=> P . 日 4) 
電話番号リスト （=> P .2 日） 
ユーヴデータリスト（与 P .6 己) 
原稿リスト（与 > P .47) 


電話ま号登録 


ワンタッチダイヤル（与 P .1 S ) 
短縮ダイヤル（与 > P .19) 
グループダイヤル （=> P .21) 


メンテナンス/各設定（ち記を参照) 


■ 用紙/設定画面 



用級サイズ（与 P .43) 
用紙の種類（与 P .43) 
給紙切替（与 P .43) 


送信画質画面 


読み取りお傍度 
ィ脚 ► 

薄く aKIa 濃く 


四♦決を 


匿2理 

區 3 雨 mPmE 


:与 P .28) 
P .29) 


■ メンテナンス/各設定 

メンテナンス画面 （=^『操作 ガイド（お手入れ 

編)』） 


Hi メンテナンス 


ノスルチェツク 
クリーニング 
強カクリーニング 
ヘッド位置調整-自動 
へツ ド位置調堅-手動 

へッドを置調留植印刷 
£3♦決を 



る設定画面 


ファクス設定 


基本設定 （=> P .60) 

日付/時刻設定（づ P .60) 

曰付表を形式 （=> P . 巨 □) 

ユーザ名/ TEL 登録 （=> P . 日 0) 
発信元記録位置 P .60) 
オフフックアラーム（与 P . 巨 0) 
音量調整（与 ► P .60) 

回線種別自動 (=> P .60) 

通信管理レポート （=> P .61) 
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送信機能設定 （=> P .61) 

ECM 送信 H > P .61) 

ポーズ時間設定 （=> P .61) 

自動 U ダイヤル（与 > P .巨 1) 

送信スタートスピード （=> P .61) 
カラー送信処理 （=» P .61) 

送信結果レポート （^ P .61) 
ダイヤル!^ーン検知 （=^ p . ei ) 
受信機能設定 P . 巨 2) 

自動受信印刷 （^ P . 日 2) 

ECM 受信 H > P . 巨 2) 

ファクス優先モード（与 > P .日 2) 
着信呼び出し （^ P . 日 2) 

自動受信切り替え （^ P . 日 2) 

リモート受信 H > P . 日 2) 

受信画像縮小 （=^ P . 日 2) 

受信スタートスピード（与 > P .日 3) 
受信結果レポート （^ P .63) 


印刷設定#1 
PictBridge 設定* 1 
Bluetooth 設定 * 1 * 
LAN 設定*1 
その他の設定*1 
言語選が#1 
設定リセット *1 


*1 『操作ガイド（本体操作編)』の r 液晶モニ 
ター画面の操作方法」の「メニュー画面の基 
本操作」の「メニュー項目について」を参照 
して < ださい。 

*2 オプションの Bluetooth ユニッ トを取り付け 
たとをのみ表示されます。 
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電話回線を接続ずる 


本機の接続方法の代表的な例をご紹介します。間違った接続をするとファクスの送受信がでさませんので、 
正しく接続してください。 

モ期はず電源び切れたとま 

停電で電源び切れてしまったとさや、誤って電源プラグをコンセントか!5抜いてしまった場合、本機で設定した日付や 
時間はリセットされまず。また、メモリにな存されているファクスはずべて消去されまず。ただし、ユーザデータやワ 
ンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルの設定は保持されまず。 

電源が切れると、次のよラな状態になりまず。 

• ファクスの送受信やコピーはでをません。 

• 電話機を接続している場合、電話がご使用でをるかどラかは、ご契約の電話回線や電話機により異なりまず。 


一瓶回線に接続する方法 
• 本機を単化で接続する 


一般（アナ□グ）回線 



電話や留守番電話を直接接続する 


-般（アナ□グ）回線 



電話や留守番電話 

電話や留守番電話を接続する場合は、接続す 
る前にが付け機器接続部のカバーを取りが 
してください。 


ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 















電話線分配器を使用して、本機と外付け機器を同じ電話回線に並列接続しないでくださし、正常に動作しない 
ことがあります。 


一般（アナ□グ）回線 



パソコンを経由して電話や留守番電話を接続する 


LINE TEL 

JTTTTTTTj jrTTTTTTl 


-般（アナ□グ）回線 



パソコン 


電話や留守番電話 
電話や留守番電話を接続す 
る場合は、接続する前にが 
付け機器接続部のカバーを 
取り外してください。 


いろいろな回線に接続する方法 

次の接続ちまは代表例です。すべての接続を保証するちのではありません。詳しくは、本機と接続す 
るネットワーク機器 （ADSL モデムや夕一'ナルアダプタなどの制御装置）に付属の取扱説明書を参 
照してください。 

• ISDN 回線に接続する 
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ISDN 回線に接続するとをは、回線種別でプッシュ回線（ I -ーン）を選択してください。 



ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 





















































ADSL 回線に接続する 



ADSL 回線 


ADSL モデム 
(スプ U ッタと一体 
のちのちあ0ます） 


可 


初 


スプ U ッタ 


電話や留守番電話 
電話や留守番電話を接続す 
る場合は、接続する前に外 
付け機器接続部のカバーを 
取りがしてください。 


パソコン 


在知 


スプ IJ ッタよ0前（壁側）で電話線を分岐しないで<ださい。また、スプ U ッタを複数並列接続しないで<だ 
さい。正甫に動作しないことがありまず。 

当 

ADSL 回線に接続するときは、回線種別でご契約タイプと同じ回線を選おしてください。 

口電話に接続する 

スプ U ッタ パソコン 

I — 

ADSL 回線： 


ADSL モデム 
(スプ U ッタと 
一体のちのち 
あります） 



電話や 
留守番電話 


IP 電話対応 
ブ□-ドバンドルータ 


ADSL モデム 

※接続ポートの構成や名称などは、商品により異なります。 

化回線（ひかり電話）に接続する 


光回線 



'電話や 
留守番電話 


ブ□-ドバンドルータ 

※接続ポートの構成や名称などは、商品により異なります。 


觀哥 


光回線（ひかり電話）に接続ずるとをは、回線種別でプッシュ回線（トーン）を選択してください。 



ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 




















































































r 電話回線の種類を設定する 


本機には電源コードを接続して、電源を入れたとさ、電話回線の種類を自動的に判別して設定する機能が 
あります。ただし、 ADSL 回線、光回撤または構内交換機 （PBX) などの制御装置に接続している場 
合、正しく判別されないことがあります。回線の種類が自動的に正しく設定されなかった場合は、「電話回 
線の種類を自動で設定する」 （P.9) を参照し、電話回線の種類を設定し直してください。 

それでも設定できない場合は、「電話回線の種類を手動で設定する」 （P.10) を参照してください。 


• 侶 DN 回線または光回線に接続するとさは、回線種別でプッシュ回線（ I ン）を還択してください。 
• ユーザデータ IJ ストを印刷すると、現在の設定を確認でさます。づ P . 己巳 


電話回線の種類を自動で設定する 


ファクスメニユー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニユーボタンを巧します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

各設定画面を表示する 


旦国国固 (5 画}—* 


メンテナンス/を設定 


本機のを設定や 
お手入れができます 


-0 イ►ボタンで[メンテナンス/各設定]を選び、 
日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 



イ►ボタンで[各設定]を選び、日 K ボタンを巧し 
ます。 

各設定画面が表示されます。 


基本設定画面を表巧する 


ファクス設定 


巧刷設定 


PictBrid が 設定 


LAN 設定 


その他の設定 


言語選巧 

四ホ決定 


-0 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、 0K ボタン 
を巧します。 

ファクス設定画面が表示されます。 



ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 





































基本設定 


を信機能設定 


受信機能設定 


四ホ決定 


ボタンで[基本設定]を選び、 0K ボタンを巧 
します。 

基本設定画面が表示されます。 


回線種別自動画面を表示する 


基本設& 


日付き示お式 


L ーザを/ TEL 登録 


発信元記録位置 


オフフックアラーム 


音量調を 


回線種別自勤 


励ホ決定 



-0 ▲▼ボタンで[回線種別自動]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

回線種別の確認画面が表示されます。 

0日 K ボタンを押します。 

回線種別の指定方法を選択する画面が表示されます。 

-0 ▲▼ボタンで[自動]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

回線種別を自動で検出したあと、設定完了画面が表 
示されます。 

〇 0K ボタンを巧します。 

基本設定画面に戻ります。 


電話回線の種類を手動で設定する 

電話回線の種類を自動で設定できない場合は、手動で電話回線の種類を設定します。 

ご使巧の電話回線の種類（ダイヤル回線/プッシュ回線）がおわかりにな5ない場合は、「電話回線種別の確詰、 
方法」 （ P .12) にしたがって確認してください。 

ファクスメニュー画面を表示する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

各設定画面を表示する 

〇イ►ボタンで[メンテナンス/さ設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 

メンテナンス/さ設定画面が表示されます。 

〇 イ►ボタンで[さ設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 

さ設定画面が表示されます。 

基本設定画面を表巧する 

〇 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 

ファクス設定画面が表示されます。 



ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 












































O ▲▼ボタンで[基本設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 
基本設定画面が表示されます。 


回線種別自動画面を表示する 


-0 ▲▼ボタンで[回 
を巧します。 

回線種別の確認画 i 
〇 0K ボタンを巧しミ 


回線種別を選択する 


-0 ▲▼ボタンで[指 
す。 

回線種別還択画面; 



〇 


ボタンで回線 


す。 


する画面が表おさ; 
PPS] を選んだあ 


ます。 


ダイヤル回線：パルス式電話機の場合に選択します。 
プッシュ回線：トーン式電話機の場合に選択します。 


自動 

磊 


田3ホ決定 


日付き示お式 


L ーザ名/ TE 堪録 


発信元記録位置 


オフフックアラーム 


青量調當 


回線種別自動 


回線種別選が 


W 回線種別自動 


基本設た 



ファクスの基本的な設定 
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電話回線を接続する 











































• 電話回線種別の確認方法 


ご使用の電話回線の種類（ダイヤル回線/プッシュ回線）がおわかりにな5ない場合は、次の手順 
にしたがってご確認ください。 



電話回線を接続する 



ファクスの基本的な設定 


































発信元情報を登録ずる 


ファクスを受信すると、受信した用紙の一番上にかさい文字で、送信してをた人の名前や会社名、ファク 
ス/電話番号、送信した曰付と時刻が印刷されていることがあります。これが発信元情報です。 

本機では、この発信元情報を登録でさるので、本機か S 送信したファクスを受信した人は、発信元（送信 
者）の名前や送信曰時を知ることがでをます。 

発信元情報は、次のよラに印刷されます。 


送信した曰付と時刻- 

発信元（送信者）の- 
ファクス/電話番号 

ファクス/電話番号 
の前に 「FAX」 または 
riELJ をつけること 
がでをます。 =>P.60 


2008 04/10 15:33 FAX 123 4567 


キヤノン八ナコ 


キヤノンタ□ウ 


THE SLEREXt 
SAPORS LANEoB 
TELEPHONE BOOLE 


COMPANY Lll 
り OLEoDORSEll 
(945 13)51617 


Our Ref. 350/PJC/EAC 


yilTED 
dBH25 8ER 
FAX 1234567 


発信元（送信者）の名前 


ぺージ番号 


ワンタッチダイヤルまたは短縮 
ダイヤルで送信したとさに、送信 
先の名前が表示されます。 


お考 J 


• 白黒ファクス送信のときは、画像領域の内側と外側のどち5に発信元情報をつけるかを設定できまず。 ^ P .60 
• カラーファクス送信のとをは、画像領域の内側に発信元情報が設定されまず。また、送信巧の名前は印刷されません。 
• ファクス/電話番号の前に FAX または TEL を付加ずることがでさます。 => P .60 
• 曰付には3つの表示形式があり、必要に応じて変更でさまず。 =^ P .60 


f 文字や数字を入力する 

本機のテンキーに割り当てられている文字は、次のとおりです。 


ボタン 

カナモード（：ア） 

英字モード (： A ) 

数ぎモード （： 1) 

[1] 

アイウエオァィゥェォ 


1 

に] 

カキクケコ 

A 巨 C a b C 

2 

[3] 

ヴシスセソ 

DEFdef 

3 

[4] 

タチツテトツ 

G H [呂 hi 

4 

间 

ナニヌネノ 

J K L j k 1 

已 

[日] 

八ヒフへホ 

M N 0 m n 0 

6 

[7] 

7 S ムメモ 

P Q R S p q 「 s 

7 

旧] 

ヤユ3ャュョ 

TUVtuv 

8 

[引 

ラリルレ □ 

WX YZwxyz 

9 

脚 

ワヲン 


0 

[#] 

。。。「」 、 ■- 

-' sp * * #!" ,;: へ' = / r ? $ @ % & + () [… < > 

[*] 

カナモード（：ア） —— ► 英字モード（： A ) —— k 敎字モード （ ： 1 ) 

千 1 



ファクスの基本的な設定 


rspj は空白をまします。 


発信元情報を登録する 




































送信元情報やワンタッチダイヤル、短縮タイヤル、グループダイヤルの名前やファクス/電話番号を登録 
する場をには、次の手順にしたがってで字や数字を入力してください。 

1 卜ーンい）ボタンを押して、カナ入力（：ア)、英字入力（： A )、 また 
は数字入力 ( : 1) に切り替える 

[ユーザ名]、[名前]、または[グループ名]のち横に、選択された入カモードび表ちさ 
れます。 

例：カナ入力 




ここではワンタッチダイヤルに登録ずる場合について説明していまず。ワンタッチダイヤル画面を表示ずる場 
含は、「ワンタッチダイヤルに登録ずる」 （ P .18) を参照してください。 

1 テンキーで、文字を入力する 

入力する文字び表ちされるまで繰り返し巧します。 

知こ入力したい义字び同じボタンに割り当て6れているとき（例： r あ J のあとに「が 
を入力ずる場合）： 

[►] を巧してか5、同じボタンをちラー度巧します。 

スぺ ースを 入力するとを： 

[►] を2回押します（数字入力時は1回)。 

义字を消去ずるとま： 

[イ]を巧します。 

入力した义字をすべて消去するとを： 

[イ]を長巧しします。 

f 日付と時刻を営録する 

&$31 

• 日付は、[年/月/日]、[月/日/年]、[日/月/年]の3つの表示形式か6選ぶことができまず。 => P .60 
• MP ドライバをインストールしたパソコンに本機を接続ずると、パソコンの日付と時刻の設定が本機にコピーされま 
す。 

パソコンで曰付と時刻を正しく設定しておくと、本機での設定を省略することがでさまず。 

• 電源プラグを抜いた場合や停電があった場合、本機で設定した日付と時刻は消えますが、 MP ドライバをインス!-一 
ルしたパソコンに接続すると、パソコンの設定どおりにセツトされます。 


ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 





1 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

2各設定画面を表示する 

〇イ►ボタンで[メンテナンス/さ設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 

メンテナンス/さ設定画面が表示されます。 

〇 イ►ボタンで[さ設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 

さ設定画面が表示されます。 

3 基本設定画面を表示する 

〇 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 

ファクス設定画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[基本設定]を選び、 0K ボタンを巧します。 

基本設定画面が表示されます。 

4 日付/時刻設定画面を表示する 

■0 ▲▼ボタンで[曰付/時刻設定]を選び、 0K ボタ 
ンを巧します。 

曰付/時刻設定画面がまおされます。 


5 日付と時刻を入力する 

■〇テンキーで、現在の曰付と時刻 （24 時間形式）を 
入力します。 

西暦は下2巧を入力してください。 


を#当 

入力を間違えたとさは、イ►ポタンを巧してカーソルを修正したい位置まで移動させ、正しく入力し直してく 
ださい。 

6 OK ボタンを押して、登録を終了する 

基本設定画面に戻ります。 


日付/時刻設定 


(^2008/04/10 09:00 ) 

四ホ決定 


基本設定 


州/時刻設定 

日巧お不お巧 
ューザ、 名/ TEL 登録 
発信元記録位置 
オフフックアラーム 
音量調整 
四み決定 


ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 

























ユーザ名とファクス/電話番号を営録する（発信元情報) 

ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

各設定画面を表示する 

〇イ ► ボタンで[メンテナンス/さ設定]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

メンテナンス/さ設定画面が表示されます。 

〇 イ►ボタンで[さ設定]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

さ設定画面がま示されます。 

基本設定画面を表巧する 

〇 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

ファクス設定画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[基本設定]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

基本設定画面が表示されます。 

ユーザち/ TEL 登録画面を表示する 


き本設定 


日付/時刻設定 


日が表示お式 


ューザを/ TEL 登録 
発信元記録位置 


オフフックアラーム 


音量調整 

四ホ決定 


-0 ▲▼ボタンで、[ユーザ名/ TEL 登録]を選び、 
0 K ボタンを巧します。 

ユーザ名/ TEL 登録画面が表示されます。 


巧信元のち前を入力する 


ユ-ザ名の 

a 

^キヤ尸ノ /け3 

> 


-ザ TEL 


入カモード切替 


-0 テンキーで凳信元の名前を入力し（スぺースを含む 
最大24文字)、 0 K ボタンまたは▼ボタンを巧し 
ます。 


顧 


文字を入力ずるち法やミ肖去ずる方法については、「文字や数字を入力ずる」 （P.13) を参照して<ださい。 


ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 

























6 ファクス/電話番号を入力する 

〇 テンキーで、ファクス/電話番号を入力します（ス 
ペースを含む最大20巧)。 

番号の前にプラス記号 （+) を入力するとをは、# 
ボタンを巧します。 


夕 SJ 

•数字を入力する方まや;'肖モずる方法については、「文字や教字を入力ずる」 （P.13) を参照してください。 
• ユーザデータ IJ ストを印刷すると、登録した発信元情報を確認でをます。づ P. 已已 

7 OK ボタンを押して、登録を終了する 

基本設定画面に戻ります。 


四 


ューザち/ TE 堪録 


ザる 


キがノ /け] 
ユーザ TEL 


決定- 



ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 















送信巧を登録する 


よく利用する送信巧をあらかじめ登録しておくと、ボタンを数回巧すだけでかんたんにダイヤルでさます。 
登録のしかたには、次の3つの方法があります。 

ワンタッチダイヤル操作パネルのワンタッチダイヤルボタン （01 〜 08) に登録すると、ワンタッチダイ 
ヤルボタンを巧すだけでファクスを送信でさます。最大8件まで登録でさます。 


短縮ダイヤル 


グループ ダイヤル 


短縮ダイヤル （00 〜 99) に登録すると、短縮ボタンを巧してか5登録した短縮ダ 
イヤル番号を入力するか、▲▼イ►ボタンで選ぶだけで、ファクスを送信でさます。 
最大100件まで登録でさます。 

あ5かじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録した複数の送信先を、ま 
とめることができます。同じ原稿をグループ内のすべての送信先に一度に送信でき 
ます。 


P ワンタッチダイヤルに営録する 

ワンタッチダイヤルを使ラには、あ5かじめ送信巧のファクス/電話番号を登録しておく必要があります。 

1 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

L 電話を号登録画面を表巧する 




. _ i 

旦圓国 bm 


電話を号登録 


ワンタッチ、短綿、 

グルー プダイヤルを 
登録できまず 


ィ ► ボタンで[電話番号登録]を選び、 0 K ボタン 
を巧します。 

電話番号登録画面が表示されます。 


ワンタツチダイヤル画面を表示する 


-0 ▲▼ボタンで[ワンタッチダイヤル]を選び、 0 K 
ボタンを巧します。 

ワンタッチダイヤル画面がま示されます。 


ワンタッチダイヤル 
巧綿ダイヤル 
グループダイヤル 


田3ホ決定 


藻電話をち登録 



ファクスの基本的な設定 


送信先を登録する 





















ワンタツチダイヤルに登録する 


ワンタッチダイヤル 


01 .. 

V_ 

_ 02 _- 

03 - 

04 -- 

05 - 

06 - 

EB ホ新規入力 


-〇 ▲▼ボタンでまだ使っていないワンタッチダイヤル 
の番号 （01 〜日 8) を選び、日 K ボタンを巧しま 
す。 




ワンタッチダイヤルボタン （01 
さまず。 


•08) を押して選ぶことちで 


ワンタッチダイヤル 


ワンタッチ01 
をお 4 


キヤ八タロウ 


TEL 


画漏=►入カモー ド 切替 


ワンタッチダイヤル 


ワンタッチ01 

名前 4 

キヤ尸ノタロウ 

TEL I 


四ホ決定 


-0 テンキーで送信先の名前を入力し、 OK ボタンまた 
は ▼ ボタンを押します（スぺースを含む最大16文 
字)。 


-© テンキーで、登録したいファクス/電話番号を入力 
します（スぺースを含む最大60巧)。 




•文字や敦字を入力する方まや;肖去ずる方法については、「文字や敦字を入力ずる」 （P.13) を参照してくだ 
さい。 

• ポーズを入力ずるとをはリダイヤル/ポーズボタンを押しまず。 

• トーンを入力ずるとをは!-ーン（乂）ボタンを押しまず。 

OK ボタンを押して、登録を終了する 




• 続けてほかの番号や名前をワンタッチダイヤルに登録ずるには、手順4を繰り返しまず。 

• ワンタッチダイヤル （01 〜 08) に宛名ラベルを貼っておくと、ダイヤルずるときに便利です。 
• ワンタッチダイヤル電話番号リストを印刷して、登録した送信先を確認でをまず。 =>P. 日日 


f 短縮ダイヤルに営録する 


短縮ダイヤルを使5には、あ5かじめ送信先のファクス/電話番号を登録しておく必要があります。 


ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

電話番号登録画面を表巧する 

〇イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、 0 K ボタンを巧します。 
電話番号登録画面が表示されます。 



ファクスの基本的な設定 


送信巧を登録する 










































短縮ダイヤル画面を表示する 


ぶ電話を号登録 


ワンタッチダイヤル 


1短縮ダイヤル 


グループダイヤル 


四ホ決定 


短縮ダイヤルに登録する 


-0 ▲▼ボタンで[短縮ダイヤル]を選び、 0 K ボタン 
を巧します。 

短縮ダイヤル画面が表示されます。 


ぶ短綿ダイヤル 


け00> 


00 

01 

02 

03 


isa ホ新規入力 


-( A ) 


—( B ) 


〇テンキ ー( A )、 または▲▼イ►ボタン旧）で、まだ 
使っていない短縮ダイヤルの番号 （00 〜 99) を選 
び、 OK ボタンを巧します。 


ぶ短縮ダイヤル 


短縮ネ00 

をが 


キヤノンイチロウ 


TEL 


画漏=►入カモード切替 


-© テンキーで、送信先の名前を入力し、日 K ボタンま 
たは▼ボタンを押します（スペースを含む最大1目 
でき)。 


ぶ短縮ダイヤル 


巧縮が0 
名お < 

キヤ八イチロウ 

TEL 


-© テンキーで、登録したいファクス/電話番号を入力 
します（スペースを含む最大目0お)。 


四ホ;关定 


<¢¢ 5 ] 


•文字や数字を入力ずる方法や消去ずる方法については、「文字や数字を入力ずる」 （P.13) を参照してくだ 
さい。 

• ポーズを入力ずるとをはリダイヤル/ポーズボタンを押しまず。 

• トーンを入力ずるとをは!-ーン（乂）ボタンを押しまず。 

OK ボタンを巧して、登録を終了する 


• 続けてほかの番号や名前を短縮ダイヤルに登録ずるには、手順4を繰り返しまず。 

• 短縮ダイヤル電話番号リストを印刷して、登録した送信先を確認でをまず。 =>P. 已9 
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送信先を登録する 





















































r グループ ダイヤルに営録する 


ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録した番号を選んでグループダイヤルに登録することで、一度に 
複数の送信先へファクスを送信することがでさます。 

1ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

L 電話番号登録画面を表巧する 

〇イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

電話番号登録画面が表示されます。 

i グループダイヤル画面を表示する 


為電話を号登録 


ワンタッチダイヤル 
巧綿ダイヤル 

[ グループダイヤル 


四ホ決定 _ 

グループダイヤルは 
ワンタッチ/巧縮 
ダイヤルのホ登録番号 
じ登録します 


-0 ▲▼ボタンで[グループダイヤル]を選び、 OK ボ 
タンを巧します。 


つ ンタツで 


短縮ダイヤル 


-0 ▲▼ボタンで[ワンタッチ]または[短縮ダイヤ 
ル]を選び、 OK ボタンを巧します。 

グループダイヤルは、ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルのホ登 
録番号に登録でをまず。 


グループダイヤルを登録するを号を選ぶ 

ワンタッチダイヤルに登録するとま： 


爲ク ループ ダイヤル 


01ワンタッチ 
02ワンタッチ . 

03 - 

04 - - 

05 - 

06 - 

四ホ無効 


-〇 ▲▼ボタンで、まだ使つていないワンタッチダイヤ 
ル （01 〜 08) を選び、 OK ボタンを巧します。 
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短縮ダイヤルに登録ずるとま： 


ぷグルーブダイヤル 


(木〇〇卜 


00 - 

01 - 

02短縮ダイヤル 
03短縮ダイヤル 


四ホ新規入力 


-( A ) 


—( B ) 


〇テンキ ー( A )、 または▲▼イ►ボタン旧）でまだ 
使っていない短縮ダイヤルの番号 （00 〜 99) を選 
び、 OK ボタンを巧します。 


グループの名前を入力する 


ぶクループダイヤル 


巧綿が1 
グループを 


合計0 


キヤノンダル-グ 


•か— 


メンバ 


ra = ►入カモ ー /切替 


-0 テン キー で、グループの名前を入力し（スペースを 
含む最大16で字)、日 K ボタンまたは▼ボタンを 
巧します。 

• 文字を入力ずる方まや消去ずる方法については、「文字や数字 
を入力ずる」 （ P .13) を参照してください。 

• ここで入力した名前は、グループダイヤル電話番号リストに 
印刷されまず。 


グループタイヤルに登録するワンタッチダイヤルまたは短縮タイヤルを入 
力する 


ぶグルーブダイヤル 


巧綿が1 

合計0 

グループ名 

^0^ 

キヤノンダル-? ° A 


1 メンバ 1 

〔►國 


■ giAdHi お济 r わ追加 


ワンタッチ ダイヤルに登録されている番号を入力ずると を： 

グループダイヤルに登録するワンタッチダイヤル （ 01 〜 08 ) を押します。 

短縮ダイヤルに登録をれている番号を入力ずるとを： 

短縮ボタンを押して、テンキーまたは▲▼イ ► ボタンでグループダイヤルに登録する短 
縮ダイヤルの番号を選び、日 K ボタンを押します。 


• 同じグループダイヤルに、続けてほかのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録ずるには、本手順を 
繰り返します。 

• グループダイヤルに登録でをるのは、ずでにワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録されているファ 
クス/電話番号だけです（テンキーでファクス/電話番号を入力ずることはでさません)。 

• ▲▼ボタンを押すと、入力したき号を確認でをます。 

♦ 一度入力した番号を消去ずる場含は、▲▼ボタンで、消去ずるワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを選 
択し、イボタンを押します。 



ファクスの基本的な設定 


SS 


送信先を登録する 
























7 OK ボタンを巧して、登録を終了する 

• 続けてほかのグループダイヤルを登録ずるには、手順4〜6を繰り返します。 

• グループダイヤル電話番号リストを印刷して、登録した送信先を確認でをます。 => P .59 

f 登録した情報を変ちする 

短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤルに登録した情報を変更する場合は、次の手順にし 
たがって変更します。 

1ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

I 電話を号登録画面を表巧する 

〇イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

電話番号登録画面が表示されます。 

3 巧ちするダイヤルび登録されている項目を選ぶ 

〇 ▲▼ボタンで、[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイヤル]、または[グループダイヤル]か5 
変更するダイヤルが登録されている項目を選び、 0 K ボタンを巧します。 

[グループダイヤル]を選んだ場合、「ワンタッチ」または[短縮ダイヤル]を選択ずる画面が表示されます。 

=> P .21 

4 巧ちするダイヤルの番号を選ぶ 

ワンタッチダイヤルをを更するとを： 

▲▼ボタンで、変更ずるワンタッチダイヤルの番号 （01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを 
巧します。 

短縮ダイヤルを巧更ずるとま： 

テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、変更する短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを 
巧します。 

ワンタッチダイヤルに登録したグループダイヤルを巧更するとま： 

ボタンで、変更するグループダイヤルび登録されているワンタッチダイヤルの番号 
(01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを巧しまず。 

短縮ダイヤルに登録したグループダイヤルを巧更するとを： 

テンキーまたは▲▼イ ► ボタンで、変更するグループダイヤルび登録されている短縮ダ 
イヤルの番号を選び、 0 K ボタンを巧します。 

5 ▲▼ボタンで[編集]を選び、 OK ボタンを押す 
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送信巧を登録する 


S 3 




6 登録した眉巧を巧更する 

〇テンキーで新しい名前を入力し、 0 K ボタンを押します（スぺースを含む最大16文字)。 

〇 イボタンで番号を削除してか5、テンキーで新しいファクス/電話番号を入力し、 0 K ボタ 
ンを押します（スぺースを含む最大日0巧)。 

r 登録した情報を削除する 

短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤルに登録した情報を削除する場合は、次の手順にし 
たがって削除します。 

1ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

Z 電話番号登録画面を表巧する 

〇 4 ►ボタンで[電話番号登録]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

電話番号登録画面が表示されます。 

3 削除するダイヤルび登録されている項目を選ぶ 

〇 ▲▼ボタンで、[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイヤル]、または[グループダイヤル]か5 
削除するダイヤルが登録されている項目を選び、 0 K ボタンを巧します。 

が舞 

[グループダイヤル]を還んだ場合、「ワンタッチ」または[短縮ダイヤル]を選択ずる画面が表示されまず。 

=> P.21 

4削除するダイヤルの番号を選ぶ 

ワンタッチダイヤルの情報を削除するとを： 

▲▼ボタンで、削除ずるワンタッチダイヤルの番号 （01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを 
巧します。 

短縮ダイヤルの情巧を削除するとま： 

テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、削除する短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを 
巧します。 

ワンタッチダイヤルに登録したグループダイヤルを削除するとま： 

ボタンで、削除ずるグループダイヤルび登録されているワンタッチダイヤルの番号 
(01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを巧しまず。 

短縮ダイヤルに登録したグループダイヤルを削除するとを： 

テンキーまたは▲▼イ ► ボタンで、削除するグループダイヤルび登録されている短縮ダ 
イヤルの番号を選び、 0 K ボタンを巧します。 

0 ▲▼ボタンで[削除]を選び、 OK ボタンを押す 
0 ▲▼ボタンで[はい]を選び、 OK ボタンを押す 


ファクスの基本的な設定 
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送信先を登録する 




f 営録したま号リストを印刷する 

登録したファクス/電話番号の一覽を印刷でさます。この U ストを本機のそばに置いておくと、ダイヤル 
するとさに便利です。 

1 用紙をセットする 

用紙のセットち法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

i ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

i レポート/ y スト印刷画面を表示する 


■0 イ ► ボタンで[レポート/ U スト印刷]を選び、 
0 K ボタンを巧します。 

レポート/ U スト印刷画面が表おされます。 


4登録されている電話番号リストを印刷する 

通信营埋レポ~卜 

(%話番号リスト 

ユーザデータリ スト 
原稿リスト 


四ホ決定 


0 ▲▼ボタンで、[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイ 
ヤル]、または[グループダイヤル]を選び、 0 K ボ 
タンを巧します。 


ワン タツう 


チダイヤル 
巧綿ダイヤル 


グループダイヤル 


四ホ決定 


〇 ▲▼ボタンで[電話番号リスト]を選び、 0 K ボタ 
ンを巧します。 

電話番号 U スト画面が表示されます。 



目圓圆国曲」 


レポー i */ リスト印刷 


通信管理レポートや 
を種リストを印刷できます 


ファクスの基本的な設定 


送信巧を登録する 






























[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイヤル]を選んだとを： 

〇 ボタンでワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録した名前を已〇音順で印刷する 

かどラかを選びます。 



はい：名前の已〇音順、またはアルファべット順で印刷します。 

いいえ：ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルのま号順で印刷します。 

[グループダイヤル]を選んだとを： 

〇 ▲▼ボタンで、[はい]を選び、 OK ボタンを巧します。 

レポー トを印届 IJ して 
いいですか？ 


はし、 

いし、义 


はい：電話番号リストが印刷されます。 
いいえ：電話番号リスト画面に戻ります。 



ファクスの基本的な設定 
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送信先を登録する 



















step 5 

次の原稿をセットしてか5、カラースタートボタンまた 
はモノク□スタートボタンを押し、すべての原稿を読み 
込む 



Step 6 

□ K ボタンを押ず 



ファクスび送信されます 


Step 1 

送信したい原稿や写真を原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）にセットする 
^『操作ガイド（本体操作編)』の「コピー/ファクス/スキヤンする原稿をセットする」 


Step 2 

画質（解像度）や濃度（明るさ）を設定ずる => P .28、 P .29 


Step 3 

テンキーまたはワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを使ってダイヤルする =^ P .30、 P .33 


本機を PBX (構内電話交換機）や別の電話交換システムに接続している場合は、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、 
グループダイヤルは使用でをません。 


step 4 


step 4 

原稿台ガラスにセツトしたとを 


ADF (自動原稿給紙装置）にセットしたとを 

カラースタートボタンまたはモノク□スタートボタンを 


カラースタートボタンまたはモノク□スタートボタンを 

押す（原稿が1枚の場合は Step 日へ進みます） 


押ず 


ファクス送信の流れ 



ファクス送信の流れ 


ここでは、本機か S ファクスを送信するまでの主な操作の流れについて説明します。 


准 


本機を PBX (構内電話交換機）や別の電話交換システムに接続しているとをは、まず外線呼び出し番号をダイヤルして 
か5、相手のファクス/電話番号をダイヤルしてください。 



ニミ 


ファクスを送层しよラ 
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I ファクスを送信ずる前に 

原稿に合わせて、画質や濃度を設定でさます。 

r 画質（解像度）を変更する 

送信する原稿の画質を調整でをます。解像度を高<すると、よりされいに原稿を送信でさますが、送信時 
間が長 < なります。送信する原稿の種類に合わせて、画質を調整して < ださい。 

1ファクスボタンを押してか6、送信画質ボタンを押す 
1 ボタンで読み取 D 解像度を選ぶ 



3 イ ► ボタンで画質を還ぶ 

標準： 通常の文字だけの原稿に適しています。 

ファイン：細かい文字の原稿に適していまず。 
写真： 写真の入った原稿に適していまず。 

4 OK ボタンを押す 


フアクスを送信しよラ 
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ファクスを送信する前に 









f 濃度（明るを）を変更する 

濃度（明るさ）とは、原稿を読み込むとさの濃さを意ほします。濃度を濃く設定すると全体が濃くなり、 
薄い鉛筆の文字などが見えるよ5になります。 

1 ファクスボタンを押してか6、送信画質ボタンを押す 
I ボタンで読み取0濃度を選ぶ 



3 イ ► ボタンで濃度を選ぶ 

A ボタンを巧すと薄くなりまず。 ► ボタンを巧ずと濃くなりまず。 

4 OK ボタンを押す 



フアクスを送信しよラ 


ファクスを送信する前に 
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I フパスを送信ずる 

ファクスを送信するには、次の 4 つの方法があります。 

•テンキーを使って送信する 
• 送信先の状況を確認してか5送信する 

•ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを使って送信する 
•複数の巧手に一度に送信する（同報ち信） 

f ファクス送信の準備をする 

1電源ボタンを押して電源を入れる 

1 原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットする 

両面原稿を送信ずる場合、原稿は原稿台ガラスにセットしてください 。 ADF (自動原稿給紙装置）か！5両面原 
稿を読み込むことはでをません。 

送信でをる原稿の種類や条件、セットのしかたについては、『操作ガイド（本体操作編)』の「コピー/ファク 
ス/スキャンする原稿をセットずる」を参照してください。 

3 ファクスボタンを押す 

ファクスランプび点なし、ファクス待機画面になつたことを確認してください。 

4 化要に応じて、画質（解像度）や濃度（明るさ）を調整する与 P .28、 
P .29 

f テンキーをほつて送信する 

1送信巧のファクス番号をテンキーでダイヤルする 

1 カラーファクスを送信する場合はカラースタートボタンを押し、白黒ファ 
クスを送信する場合はモノクロスタートボタンを押す 

カラー送信は送信先のファクス機がカラーファクスに対応しているとをのみ有効になりまず。 


フアクスを送信しよラ 
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ファクスを送信する 





原稿台ガラスにセツトしたとを： 

〇次のメッセージがまおされたあと、原稿台ガラスに次の原稿をセットします。 


々ページの誌み取り 
=► 原稿セット〇〇 
終了して送信 



1枚の原稿で読み込みを終了する場ちは、日 K ボタンを巧して送信します。 

〇手順2で押したボタンと同じボタンを巧します。 

手順2でモノク□スタートボタンを押した 場合、 カラーの原稿でもモノク□で送信されまず。 
© 手順 〇、 ©を繰り返し、すべての原稿を読み込みます。 

〇日 K ボタンを押します。 

送信がはじまります。 

ADF (自動原癌給紙装置）にセツトしたとを； 

自動的に原稿が読み込まれ、送信がはじまります。 



• 送信を中止するときは、ストップ/リセットボタンを押します。送信中のときはストップ/リセットボタン 
を押し、液晶モニターの表をにしたがって<ださし、。 

• 原稿の読み取り中にストップ/ U セットボタンを押して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場刮ま、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っていまず 0 K を押すと、原稿を排出しまず]のメッセージが表をされ 
まず。 0 K ボタンを押ずと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的にが紙されまず。 

• 送信巧が話し中などでファクスを送信でをなかったとさに、間隔をあけて自動的にリダイヤルずる機能があ 
ります。お買い上げ時は自動 U ダイヤルずる設定になっています。 => P .3 已 

自動 U ダイヤルを中止ずるとをは、リダイヤルが開始された5、ストップ/リセットボタンを押してくださ 
し、。 


f 送信巧のが況を確認してか6送信する 

ファクスを送信する前に、相手と会話をしたいとさや、相手が自動的にファクスに切り替わ S ないファク 
スを使っているとさは、送信先がファクスを受信でさるかどラかを確認してか5手動で送信します。 

な圭* 

• ファクスを手動で送信する場合は、原稿台ガラスは使用でをません。 

• ファクスを送信する前に、相手と会話をしたいとさは、本機に電話機を接続する必要があります。電話機を接続ずる 
ちをにっいては、『かんたんスタートガイド（本体設置編)』を参照してください。 

■ オンフックボタンを使ってダイヤルする 

1 オンフックボタンを押す 

1 送信巧のファクス番号をテンキーでダイヤルする 

《舞] 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを使ってダイヤルずることちでをます。=> P .33 


ファクスを送信する 



フアクスを送信しよう 









3 本機に接続した電話機の受話器を取 D 、 送信巧とを話をする 

もし、送信先の声ではなく、ピーといラ音び聞こえた5、手順已に進みまず。 

4 送信巧に、ファクスを受信する操作をしてを6ラ 

5 ピーという音を確認する 

6カラーファクスを送信する場合はカラースタートボタンを押し、白黒ファ 
クスを送信する場合はモノク□スタートボタンを押す 

カラー送信は送信先のファクス機がカラーに巧応しているとをのみ有効になりまず。 

7受話器を置< 

ぶ参言 

• 送信を中止ずるときは、ストップ/リセットボタンを押しまず。送信中のときはストップ/リセットボタン 
を巧し、液晶モニターの表示にしたがってください。 

• 原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを押して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っています 0 K を押ずと、原稿を排出しまず]が表をされまず。 0 K ボ 
タンを押ずと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的にが紙されまず。 

■ 本機に接続した電話を巧ってダイヤルする 
1 電話機の受話器を取る 

2送信巧のファクス番号を電話機でダイヤルする 

3送信巧とを話をする 

ちし、送信先の声ではなく、ピーといラ音び聞こえた5、手順已に進みまず。 

4 送信巧に、ファクスを受信する操作をしてを6ラ 

5 ピーという音を確認する 

6カラーファクスを送信する場合はカラースタートボタンを押し、白黒ファ 
クスを送信する場合はモノク□スタートボタンを押す 

カラー送信は送信先のファクス機がカラーに巧応しているとをのみ有効になりまず。 

7受話器を置< 

• 送信を中止ずるときは、ストップ/リセットボタンを押しまず。送信中のとをはストップ/リセットボタン 
を押し、液晶モニターの表示にしたがってください。 

• 原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを押して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っています 0 K を押ずと、原稿を排出しまず]が表をされまず。 0 K ボ 
タンを押ずと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的にが紙されまず。 


ファクスを送信する 



フアクスを送信しよう 






f ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを 
ほって送信する 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルにファクス/電話番号を登録しておくと、かんた 
んな操作でファクスを送信することがでさます。 

1 送信巧にダイヤルする 

ワンタッチダイヤルをほってを信するとを： 

ダイヤルする番号を割り当てたワンタッチダイヤルボタンを巧しまず。 

短縮ダイヤルを使って送信するとま： 

短縮ボタンを巧してか5、テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、ダイヤルずる番号を割り 
当てた2巧の短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを巧しまず。 

グループダイヤルを使ってを信するとを： 

ワンタッチダイヤルボタンを押ずか、短縮ボタンを巧してか5、テンキーまたは 
▲▼イ ► ボタンで、ダイヤルずるグループを割り当てた2巧の短縮ダイヤルの番号を選 
び、 0 K ボタンを巧します。 

1 カラーファクスを送信する場合はカラースタートボタンを押し、白黒ファ 
クスを送信する場合はモノク□スタートボタンを押す P .30 

カラー送信は送信先のファクス機がカラーファクスに対応しているとをのみ有効になりまず。 



• 送信を中止するときは、ストップ/リセットボタンを押します。送信中のときはストップ/リセットボタン 
を押し、液晶モニターの表をにしたがって<ださし、。 

• 原稿の読み取り中にストップ/ U セットボタンを押して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っていまず 0 K を押ずと、原稿を排出します]が表示されまず。〇にボ 
タンを押すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 

• 送信巧が話し中などでファクスを送信でをなかったときに、間隔をあけて自動的にリダイヤルずる機能があ 
ります。お買い上げ時は自動リダイヤルずる設定になっています。 => P .3 已 

自動 U ダイヤルを中止ずるとをは、リダイヤルが開始された5、ストップ/リセットボタンを押してくださ 
し、。 


r 複数の巧手に一度に送信する（同報送信） 

同じ原稿を複数の相手（最大 109 件）に一度に送信でさます。同報送信するには、次の 3 つの方法があ 
ります。 

•ワンタッチダイヤル：8件まで 
♦短縮ダイヤル：1日日件まで 

♦通常のダイヤル（テンキーを使ラ）またはリダイヤル：1件 

送信先は、どのよラな順で入力してちかまいませんが、テンキーで入力したあとは、必ず日 K ボタンを巧 
して < ださい。 

量 

複数の送信巧に同じ原稿を頻繁に送るよラなとさは、送信巧を1つのグループとして登録しておくと便利でず。このグ 
ループダイヤルを使ラと、かんたんなキー操作で、グループ内のすべての送信先に一度に原稿を送ることができまず。 
=> P .21 


ファクスを送信する 



フアクスを送信しよう 





1 同描送信するすべての送信巧のファクス番号を 1 件ずつダイヤルする 

ワンタッチダイヤルのとを： 

ダイヤルしたい番号を割り当てたワンタッチダイヤル （01 〜 08) を巧します。 

短縮ダイヤルのとを： 

短縮キーを巧して、テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、ダイヤルしたい番号を割り当て 
た2巧の短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを巧します。 

通常のダイヤルのとを： 

テンキーでファクス番号を入力して、 0 K ボタンを巧しまず。 



▲▼ボタンを巧して、入力した番号を確認できます。 

2 カラーファクスを送信する場合はカラースタートボタンを押し、白黒ファ 

クスを送信する場合はモノクロスタートボタンを押す P .30 

カラー送信は送信先のファクス機がカラーファクスに对応しているとをのみ有効になりまず。 

• 送信を中止するときは、ストップ/リセットボタンを押します。送信中のときはストップ/リセットボタン 
を押し、液晶モニターの表示にしたがって<ださい。 

• 原稿の読み取り中にストップ/ U セットボタンを押して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っていまず 0 K を押すと、原稿を排出しまず]が表示されます。 0 K ボ 
タンを押すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的にが紙されます。 

• 1件だけを中止することはできません。手順1の操作でダイヤルしたずべての送信先への送信が中止されま 
す。 



フアクスを送信しよラ 
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ファクスを送信する 




I ファクスを再送（リダイヤル）する 

再送する方法には、自動 U ダイヤルと手動 U ダイヤルの2つがあります。 


f 自動リダイヤル 

送信先が話し中などでファクスを送信でさなかったとさは、間隔をあけて自動的に U ダイヤルします。 
お買い上げ時は自動 U ダイヤルする設定になっています。 

次の設定を変更でさます。 

• 自動 U ダイヤル設定のする/しない 

• U ダイヤルの回数 （1 〜10回） 

• U ダイヤルの間隔 （1 〜99分） 

設定については、「自動 U ダイヤル」 （ P . 日 1) を参照してください。 

が 0] 

• 自動 U ダイヤルを中止するとさは、 U ダイヤルが開始された6、ストップ/ U セットボタンを巧してください。 

• 自動 U ダイヤルを取り消'ず場合は、待機中に未送信の原稿をメモ U か!5削除します。詳しくは、「メモ U に保存されて 
いるファクスを削除する」 （ P .48) を参照してください。 


f 手動リダイヤル 

テンキーを使用して、最後に送信したファクス番号に U ダイヤルするには、 U ダイヤル/ポーズボタンを 
巧します。 

• 送信のしかたについては、「テンキーを使って送信する」 （ P .30) を参照してください。 

• 手動 U ダイヤルを中止するときは、ストップ/ U セットボタンを巧します。 



フアクスを送信しよラ 


ファクスを再送（リダイヤル）する 
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I そのほかの便利な機能を使ラ 

f プッシュホンサービスを利用する 

本機では、銀行、航空券の予約、ホテルの予約などのプッシュホンサービスがご利用できます。プッシュ 
ホンサービスではプッシュ信号を使用するため、本機をダイヤル回線に接続している場合は、一時的に 
プッシュ信号に切り替えてご利用ください。 

■軍》 

プッシュホンサービスをご利用になる場合は、サービス提供会社との契約が必要です。具体的なサービス内容や使用方 
法についてはサービス提供を社にお問い合わせください。 

■ プッシュ回線で利用する 
• オンフックボタンをほってダイヤルする 

1 ファクスボタンを押す 

2 オンフックボタンを押す 

3 ヴービス巧の電話番号をテンキーでダイヤルする 

4録音音青のメッセージび聞こえた6、メッセージにしたびってテンキーで 
番号を押す 

相手と会話をずるときは、本機に接続した電話機の受話器を取ってください。 

D ヴービスの利用び媛ねった6、オンフックボタンを押す 
• 本機に接続した電話機をほってダイヤルする 

1ファクスボタンを押す 
Z 電話機の受話器を取る 

3 ヴービス巧の電話番号を電話機でダイヤルする 

4 録音音青のメッセージび聞こえた6、メッセージにしたびって電話機で番 
号を押す 

5 ヴービスの利用びおわった6、受話器を置< 


そのほかの便利な機能を使ラ 



フアクスを送信しよう 





■ ダイヤル回線で利用する 

• オンフックボタンをほってダイヤルする 

1 ファクスボタンを押す 

2オンフックボタンを押す 

3ヴービス巧の電話番号をテンキーでダイヤルする 

4録音音青のメッセージび聞こえた6、卜ーン （*) ボタンを押して、プッ 
シュ（卜ーン）信号に切り替える 

相手と会話をずるときは、本機に接続した電話機の受話器を取ってください。 

5 メッセージにしたびって、テンキーで番号を押す 
6ヴービスの利用びおわった6、オンフックボタンを押す 
• 本機に接続した電話機をほってダイヤルする 

1 ファクスボタンを押す 
2電話機の受話器を取る 
3ヴービス巧の電話番号を電話機でダイヤルする 

4録音音青のメッ七ージび聞こえた6、電話機でプッシュ信号に切り替える 

本機に接続した電話機か5サービス先に電話をかけた場合、本機でプッシュ回線に切り 
替えることはでさません。電話機での切り替え方法は、ご使用の電話機の取扱説明書を 
参照して < ださい。 

5 メッセージにしたびって、電話機で番号を押す 
6ヴービスの利用びおわった6、受話器を置< 


そのほかの便利な機能を使ラ 



フアクスを送信しよう 




f mssssmJ ソコンか s 送信する 

パソコンに接続してご使用になる場合、印刷機能のあるアプ U ケーシヨンソフトか5、ファクスドライバ 
を使ってファクスを送信することがでさます。詳しくは、『ファクスドライバガイド』（電子マニュアル） 
を参照してください。 


fECM 方式でち受信する 

本機は 、 ECM (自動誤り訂正モード）方式で送受信するよラに設定されています。受信側のファクス機ち 
ECM 方式に対応している場合、自動的に誤りを訂正し再送します。 

• を信側または受信側のファクスが ECM に対応していないとさは、標準モードで送受信されまず。 

• E 巳 M 方式で送受信しないよラに設定ずることちできまず。づ P . 巴1、 P . 已吕 

• ECM が設定されていると、送受信時間び長くなることびありまず。 


そのほかの便利な機能を使ラ 



フアクスを送信しよう 







ファクス受信の流れ 


ここでは、本機でファクスを受信するまでの主な操作の流れについて説明します。 

step 1 

受信ち法を選択する 

「受信方法を選択する」 （ P .40) 


Step 2 

A 4、 レターヴイズ、またはリーガルサイズの巧紙をセットする 
^『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」 


Step 3 

用紙の設定を確認、変更ずる 
づ「用紙の設定を変更ずる」 （ P .43) 




本機は電源が入っていないとファクスを受信ずることがでをません。電源ボタンを押して電源を入れてください。 
• 受信を中止したい場合は、ストップ/リセットボタンを巧して、液晶モニターの表示にしたがってください。 


フアクスを受信しよう 


ファクス受信の流れ 












ファクスを受信ずる 

f ま信方法を選がする 


受信のしかたには、次の 3 とおりがあります。ご使用の用途に合わせて受信モードを選んでください。 
電話よりちファクスを使5機会がをい 


今 

今 

今 


ファクス僵ホモード 


ファクス専用モード 


電話優巧モード 


ファクス専用回線がある 

ファクスよりち電話を使5機会がをい 

1つの回線をファクス用にち電話用にを使用したい場合は、か付け機器接続部に電話機や留守番電話機を接続ずる必要 
があ0ます。 

■ 電話よりもファクスをよく使う、自動的にファクスと電話を切り 
換えたい（フアクス優ホモード） 


を 


そ 




着信 


電話：呼び出し音が鳴ります。 

受話器を取ると、巧手と会話がでさます。 




ファクス：自動的に受信されます。 




• ファクス受信時に呼び出し音は鳴りません。また、電話がかかってきたとをに電話機か5呼び出し音が鳴る 
までに、多か時間がかかります。電話機の呼び出し音をずぐに鳴5したいとをは、電話優先モードをご使巧 
<ださい。 

• 似下の項目について、本機の応答ち法を細かく設定ずることができまず。ファクス設定画面の[受信機能設 
定]の[ファクス優先モード]で設定してください。 => P . 日吕 
一着信びファクスか電話かを本機が判断ずるための時間 
一着信が電話の場合に、呼び出し音を鳴6す時間 
-設定した呼び出し時間が経過したあと、ファクスを受信するかどラか 
• 電話機によっては呼び出し音が鳴5ない場合がありまず。 


ファクスを受信する 



フアクスを受信しよラ 













ファクス専用の回線びある、ファクスだけをま信したい 
(ファクス専用モード） 




ファクスが自動的に受信されます。 


• ファクス受信時に呼び出し音は鳴りません。 

• 電話を併用してご使用になる場合は、本機に電話機を接続し、ファクス優先モードか電話優先モードに変更 
してくださし、。 

ファクスよりを電話をよく使う、ファクスは手動でま信したい 
(電話優巧モード） 


ミ 




電話：呼び出し音が鳴ります。 

受話器を取ると、巧手と会話がでさます。 



ファクス：呼び出し音が鳴ります。 

受話器を取り、「ポーポー」といラ音が聞こえ 
たら、 ファクスボタンを巧してか5、カラース 
夕ートボタンかモノク□スタートボタンを巧 
してください。ファクスが受信されます。 



留守番電話を接続している場合： 

電話：メッセージが応答します。 

ファクス：ファクスが自動的に受信されます。 


ファクスを受信する 



フアクスを受信しよラ 






•受話器を取ったあと、カラースタートボタンやモノク□スタートボタンを押さなくてち、自動的にファクス 
を受信ずることもでをまず。 

♦一定の時間呼び出し音を鳴5したあと、自動的にファクスを受信ずることもできまず。ファクス設定画面の 
[受信機能設定]で[自動受信切り替え]を[ずる]に設定し、受信開始時間を設定してください。 => P .62 
■ 本機に接続した電話機が本機から離れた場所にある場合は、本機に接続した電話機の受話器を取ったあとに 
2己（リモート受信 ID ) をダイヤルずると、ファクスを受信でをまず（リモート受信)。与 > P .4 己 
なお、リモート受信はプッシュ回線でのみ、使用できます。リモート受信をしないよラにも設定できまず。 
=> P . 目2 

留守番電話機を接続している場合は留守番電話機を留守モードにし、次のよラに設定してください。 

-応答メッセージの長さは1日秒しソ内にしてください。 

-メッセージでは、ファクスの送信方法を説明してください。 


f ま信モードを設定する 


ファクスメニユー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニユーボタンを巧します。 
ファクスメニユー画面が表示されます。 

受信モード設定画面を表巧する 



la 国国曲 


受信モード設定 


巧達に合わせて 
ま信モードを設をできます 


イ ► ボタンで[受信モード設定]を選び、 0 K ボタ 
ンを巧します。 

受信モード設定画面が表示されます。 


受信モードを選ぶ 


ぶま信モード設定 




1ファクス優ホモード1 



ファクス専巧モード1 



電話優ホモード1 


ieh ホ決定 1 


8 = 

画質：漂準 


G ファクス優先> J - 

— A 4 
普通紙 
て'カセット 

巧況：待機中 


-0 ▲▼ボタンで受信モードを選び、 0 K ボタンを巧し 
ます。 

〇 戻るボタンを巧して、ファクス待機画面に戻ります。 


’選んだ受信モードが液晶モニターに表示されます。 


ファクスを受信する 



フアクスを受信しよラ 







































f 用紙の設定をを更する 

本機は、受信したファクスをあ S かじめセットされている用紙に印刷します。ここでは、操作パネルか S 
用紙の設定を変更するち法について説明します。セットした用紙にちわせて正しく設定してください。 

• リーガルヴイズの用紙は、後トレイにセットしてください。カセットにセットできる用紙ヴイズは、 A 4 またはレ 
ターサイズのみでず。 

♦ A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ政外の用紙をセットした場含、受信したファクスはいったんメモリに保存 
され、[用紙ヴイズを確認して 0 K を押してください]と表をされます。その場合は、 A 4、 レターサイズ、または 
リーガルヴイズの用紙に変更して 0 K ボタンを押してください。 

または、ストップ/リセットボタンを押して操作を続け、あとでメモリに保存された原稿を印刷ずることもできます。 
=» P .46 

• 給紙箇所に用紙がセットされていない場合、または印刷中に用紙がなくなった場合、受信したファクスはいったんメ 
モリに保存され、[巧紙がありません巧紙をセットして OK を押してください]と表示されます。その場合は、給紙 
圏巧に用紙をセットし、 0 K ボタンを押してください。 

または、ストップ/リセットボタンを押して操作を続け、あとでメモリに保存された原稿を印刷ずることちでさます。 
=> P .46 

相手が A 3 や巨4など、 A 4 よりも大きいヴイズの原稿を送信した場合、送信元のファクス機が自動的に原稿を縮ル、分 
割して送信したり、原稿の一部分 （ A 4 の範囲）だけを送信ずることがありまず。 

1 ファクスボタンを押す 

1 用紙/設定ボタンを押す 

用紙/設定画面び表ちされます。 

i ボタンで設定頃目を選ぶ 

4 ィ ► ボタンで設定を変更する 

み 


も 


巧 


• [自動給紙切曾]を指定した場合、給紙切替ボタンで指定した 
給紙位置か5給紙されまず。指定した給紙位置に用紙がなく 
なると、給紙位置が自動的に切り替わりまず。 

•用紙サイズで[リーガルサイズ]を選んだ場合、[後トレイ] 
拉外は指定でをません。 

5用紙/設定ボタンを押し、設定おちを終了する 

ファクス待機画面に戻りまず。 


ファクスを受信する 


扇隣 

I カセット 


用紙サイズ 


ファクス給がだ Z 置 
カセット 


巧が/設定 


ホ設定:終了 


[ A 4]、 [レターサイズ]、または [ U - ガルサイズ] 
か5用紙サイズを選びます。 

麵 

[ IJ - ガルサイズ]は、給紙圖巧に[をトレイ]が選ばれて 
いるとをのみ指定でをまず。 

用紙の種類は変更でさません。 

[後トレイ]、[カセット]、または[自動給紙切替] 

か5給紙位置を選びます。 



フアクスを受信しよラ 


























f ファクスの呼び出し回数を設定する 

[ファクス優先モード]および[ファクス専用モード]でファクスを受信した場合に、何回呼び出し音を鳴 
5すかを指定することができます。[受信機能設定]の[着信呼び出し]で[する]を選ぶと、[呼び出し 
回数]を設定することができます。 ^ P . 日2 


フアクスを受信しよラ 
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ファクスを受信する 




I そのほかの便利な受信機能を使ラ 


f 一時的に本機のメモリに受信する（代行受信） 

次のよラなとさにファクスを受信すると、受信したファクスを印刷でさず、メモ U に自動的に保巧します。 
これ S の問題が解消されると、メモ U に保をされたファクスは自動的に印刷されます。 

•受信中にインクがなくなったとを：インクタンクを交換してください。 

インクがなくなっても、受信したファクスを強制的に印刷ずるよラに設定ずることができます。 

ただし、インク切れにより、ファクスの内容が部分的もしくはずベて印刷されないことがあります。 

また、ファクスの内容はメモリにな存されません。 

なお、すでにインクがなくなっている場合は、[受信機能設定]で[自動受信印刷]を[しない]に設定して受信した 
ファクスを一度メモリに保存し、インクタンクを交換したあとにメモリにイ呆存したファクスを手動で印刷ずることを 
お勧めしまず。 => P .62 

♦受信中に用紙がなくなったとを：用紙をセットし、日 K ボタンを押してください。 

♦ A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ尚外の用紙がセットされているとさ： A 4、 レターサイズ、 
またはリーガルサイズの用紙をセットしてください。 

♦[受信機能設定]で[自動受信印刷]が[しない]に設定されているとを：[する]に設定して、すでに 
メモリに受信してあるファクスはメモリ照舍か S 印刷してくださし、目2 

♦ストップ/リセットボタンを巧して、受信したファクスの印刷を中止したとを：ファクスボタンを巧し 
て < ださい。 

• 本機のメモリには、約2己0ページ分* (約30件）のファクスが保存でをまず。 

• メモリがいっぱいになると、残りのページは受信できません。メモリに保存されている原稿を印刷または削除してか 
ら、 送信元に連絡して、もラー度送信しても5ってください。与 P .46 

* キヤノン FAX 標準チャート No . l (標準モード）使用時 

f 本機に接続されている電話機か S ファクスを受信する（リ 
モート受信） 

本機が離れた場所にある場合は、本機に接続した電話機の受話器を取ったあとに2已 （ U モート受信 ID ) 

をダイヤルすると、ファクスを受信でさます （ U モート受信)。 

•ダイヤル回線の場合は、一時的に I ンダイヤルに切り替えてください。卜ーンダイヤルへの切り替え 
方法は、電話機に付属の取扱説明書をご覧ください。 

• 本機に留守番電話機を接続しているとをは、留守番電話機を操作するための暗証番号が U モート受信の 
と同じ番号になっていることがあります。この場合は、ファクス設定画面の[受信機能設定]の [U 
モート受信]で IJ モート受信のを変更してください。 ^ P . 日2 


U モート受信をしないよラにち設定でさます。与 P .62 


そのほかの便利な受信機能を使ラ 



フアクスを受信しよラ 





メモリに保巧されているファクス 

次の場合、受信したファクスは印刷されず、メモ U に自動的に保をされます。 

•受信中にインクがなくなったとさ 
•受信中に用紙がな<なったとさ 

• A 4、 レターサイズ、または U — ガルサイズ L ソ外の用紙がセットされているとさ 
• [受信機能設定]で[自動受信印刷]が[しない]に設定されているとき 
•ストップ/ U セットボタンを巧して、受信したファクスの印刷を中止したとを 

も重 * 

電源プラグを巧くと、メモ U に保存されているファクスはすべて削除されます。電源プラグを抜くとさは、必要なファ 
クスを送信または印刷しておいてください。 

メモリに保存されているファクスの印刷、削除、または確認ずるとをは、受付番号を指定しまず。受付番号がわか5な 
いときは、あ!5かじめ原稿リストを印刷してください。 

f メモリにな巧をれているファクスを印刷する 

ファクスを送信でさなかった場合や受信したファクスを印刷でさなかった場合、未送信のファクスや印刷 
でさなかったファクスはメモ U に保巧されます。ただし、送信エラーになった場合は、メモ U に保巧され 
ません。保をされたファクスは、一覽（原稿リスト）にして印刷したり、指定したファクスの内容を印刷 
したりでさます。 

-覧順稿リスト）には、送受信したファクスの受付き号、通信モード、巧手先や枚数、日付、送受信したときの時刻 
が印刷されまず。 

1用紙をセットする 

用紙のセット方法については、『操作ガイド（本体操作 編)』 の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

i ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

6 メモ U 照を画面を表示する 


I - 〇イ►ボタンで[メモ U 照会]を選び、 

J 巧します。 

メモリ照会画面が表示されます。 


が 



国国回曲 


メモリ照会 


メモリに巧巧されている 
原稿リストや指定原稿を 
印刷したり、削隐できます 




メモリに保存されているファクス 



フアクスを受信しよラ 














•0001〜4999は、送信ファクスを指します。 
•已〇01〜9999は、受信ファクスを指します。 


€) 最初のページのみ印刷する場合は、▲▼ボタンで 
[はしリを選び、すべてのぺージを印刷する場合は、 
[いいえ]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

〇戻るボタンかストップ/ U セットボタンを巧して終 
了します。 

続けて、別の原稿を印刷する場合は、手順©〜 0 
を繰り返します。 


〇 ▲▼ボタンで[原稿 U スト印刷]を選び、 OK ボタ 
ンを巧します。 

0 ▲▼ボタンで[はい]を還び、 OK ボタンを巧しま 
す。 

メモ U に保をされている原稿の一覽が印刷されます。 


指定の原稿、または原稿リストを印刷する 



04/11 10:12 


’ 0008 ] 

04/11 10:05 


加叫 

•• • • 



04/11 15:07 


5005 

し •• — • J 


、 J 

EH ホ決定 


原稿 U ストを印刷するとを 



指定の原稿を印刷するとを： 


04/11 10:12 0008 

、 


[mmmm 

♦ 



〇 ▲▼ボタンで[指定原稿印刷]を選び、 0 K ボタン 
を巧します。 

-0 ▲▼ボタンで印刷したい原稿の受付番号を選び、 
0 K ボタンを巧します。 


ms 


メモ IJ にな巧されている原稿の IJ スト画面では、送受信した日時とファクス/電話番号、および受付番号が表 
示されまず。 




-送受信した曰時とファクス/電話番号 


先頭ページのみ 
印刷しますか？ 


はし、 


いし、文 


レポートを印刷して 
いいですか？ 


d 


はし、 


3 > 


し、し、义 


メモリに保巧されているファクス 


mm 


ぶ指定原稿印刷 



フアクスを受信しよラ 



























































• メ％リに何も保存されていないとをは、[メモリに照会ずる原稿がありません]と表示され、元の画面に戻 
ります。 

• 手順3の操作で[レポート/ U スト印刷]を選んで[原稿リスト]か6も印刷でをます。与 ► P . 已9 
• ファクスを受信している途中で、ストップ/ U セットボタンを押してファクス受信を取り消した場合、原稿 
リストのあとにファクスが印刷されることがありまず。 

f メモリにな巧をれているファクスを削除する 

1ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

1 メモ！ J 照を画面を表示する 

〇イ►ボタンで[メモ U 照会]を選び、 0 K ボタンを巧します。 

メモリ照会画面が表示されます。 

3 ▲▼ボタンで[指定原稿削除]を選ぶ 


メモリ照; 


原稿リスト印刷 
指定原稿印刷 

""指定原稿削隐 


四ホ決定 


4 ボタンで、削除したいファクスの受付番号を選び、 OK ボタンを巧す 



5 ▲▼ボタンで[はい]を選んだあと、 OK ボタンを押す 



フアクスを受信しよラ 
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メモリに保存されているファクス 

























6 戻るボタンかストツプ/リセツトボタンを押してお了する 

続けてほかの原稿を削除する場合は、手順4〜已を繰り返しまず。 



フアクスを受信しよラ 


メモリに保存されているファクス 
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困つたとをには 


本機を使用中にトラブルが凳生したとさの対処方法について説明します。 


夕萄 


ここでは、ファクスを使用しているとさに発ちしやすいトラブルや液晶モニターに表示されるエラーメッセージを中む 
に説明します。該当ずるトラブルが見つか6ないときには、『操作ガイド（お手入れ編) J または『ユーザーズガイド』 
(電子マニュアル）を参照してください。 

•液晶モニターにエラーメッセージが表示されている与 P . 已1 
•ファクスを受信でさない与 P . 已3 
ファクスを受信でさない、ファクスを印刷でさない^ P . 已3 
電話とファクスの受信が自動的に切り曽わ5ない^ P . 已4 
受信したファクスの画質が悪い与 P . 已4 
受信時にエラーが発生しやすい与 P . 已4 
•ファクスを送信でさない与 P . 已已 
ファクスを送信でさない与 P . 已已 
送信したファクスの画質が悪い^ P . 已已 
送信時にエラーが発生しやすい与 P . 已白 
• 電話がつながらないづ P . 已6 
ダイヤルでさない^ P . 已6 
通話中に電話が切れてしまラ^ P .56 


困ったとさには 


困つたとさには 
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f お晶モニターにエラーメッ七ージび表巧をれている 


メッセージ 

巧処方法 

自動 y ダイヤル 

原稿を送信したとを回線が話し中だった場合や、相手が応答しなかった場ち、 
時間をおいてか日リダイヤルします。自動でリダイヤルされるまでお待ちくだ 
さい。自動リダイヤルを取り消す場ちは、リダイヤルされるまで待ち、ダイヤ 
ルをしている最中にストップ/リセットボタンを押してください。メモリ内の 
原稿を削除してち、取り消すことがでをます。 ^ P .35 

このグループダイヤルは巧えません 
お縮 ##* 

オンフックボタンが押された状態で、グループが登録されている短縮ダイヤル 
が押されました。 

この状態では、グループが登録されている短縮ダイヤルは使用でをません。 

このグループダイヤルは巧えません 
ワンタッチ##* 

オンフックボタンが押されたが態で、グループが登録されているワンタッチダ 
イヤルが押されました。 

この状態では、グループが登録されているワンタッチダイヤルは使用でさませ 
ん/。 

受話器を置いて<ださい 

列付け電話機の受話器が外れています。 

受話器ををちんと戻してください。 

モノク□巧信して<ださい 

送信先のファクス機びカラーの送受信に対応していません。 

モノク□スタートボタンを押して送信し直してください。または、[カラー送 
信処理]を[モノク□で送信]に設定してください。 ^ P .61 

接掃に失巧しました 

モジュラーケーブルび正しく接続されていないか、または[ダイヤル 1 -ーン検 
知]が[する]に設定されています。 

ケーブルが接続されていることを確認し、時間をおいてから再度、送信してく 
ださい。それでも送信でをないときは、[ダイヤル!ン検知]を[しない] 

に設定してください。づ P .61 


* 「##」は2巧の数字を表します。 


困ったとさには 
















メッセ— ジ 

巧処方 ミ 去 

げ巧受信しました 

次のいずれかの場ちにファクスを受信すると、受信したファクスはメモリに保 
存され、印刷はされません。問題を解消すると、メモリに保存されたファクス 
は自動的に印刷されます。 

• 受信中にインクがなくなったとき： 

インクタンクを交換してください。づ『操作ガイド（お手入れ編)』の「イ 
ンクタンクを交換する」 

夕 替」 

インクがなくなっても、受信したファクスを強制的に印刷するよラに設定 
ずることがでをます。 

ただし、インク切れにより、ファクスの内容が部分的ちしくはすべて印刷 
されないことがあります。 

また、ファクスの内容はメモリに保存されません。 

なお、すでにインクがな<なっている場ちは、[受信機能設定]で[自動 
受信印刷]を[しない]に設定して受信したファクスを一度メモリに保存 
し、インクタンクを交換したあとにメモリに保存したファクスを手動で印 
刷することをお勧めします。与 > P .62 
• 受信中に用紙がなくなったとき： 

用紙をセットし、 0 K ボタンを押してください。 

• A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズじ(外の用紙がセットされている 
とさ： 

A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの用紙をセットしてください。 

♦ [受信機能設定]で[自動受信印刷]が[しない]に設定されているとを： 
[する]に設定して、すでにメモリに受信してあるファクスはメモリ照会か 
ら印刷してください。与 P .62 

• ストップ/リセットボタンを押して、受信したファクスの印刷を中止したと 
を： 

ファクスボタンを押して < ださい。 

ストップ/リセットボタンを押して問題を解消しなかった場合など、メモリ 
に保存されたファクスを印刷しなかった場ちは、あとでメモリに保存された 
ファクスを削除したり、印刷することがでをます。^ P .46 

話し中でした 

• ダイヤルした送信先が話し中です。 

しば6くしてから、ちラー度ダイヤルしてください。づ P .3 已 
• ダイヤルしたファクス番号が間違っています。 

ファクス番号を確認し、もラー度ダイヤルしてください。 

• 送信巧のファクス機が応答しませんでした（自動リダイヤルのタイムアウ 
卜)。 

送信先に連絡し、ファクス機を調べてち5ってください。国際電話の場合 
は、登録した番号にポーズを入れてください。 

• 送信先のファクス機が G 3 規格に巧応していません。 

本機は、 G 3 規格に対応していないファクス機とは送受信できません。送信 
先にファクス機が G 3 規格に対応しているかどラかご確認ください。 

• 回線種別の設定が間違っています。 

回線種別を確認し、回線にあった回線種別を設定してください。与 P .1 吕 

メモリびいつばいでず 

枚数が多い原稿、内容が細かい原稿を送受信したため、メモリがいっぱいに 
なっています。 

• 送信している場合は、原稿を分割してか6再送してください。 

•受信している場合は、メモリ内の原稿を印刷、または削除してか5、再送し 
てち5つてください。与 P .46 

用紙サイズを確認して OK ボタンを巧 
して<ださい 

A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズしソ列の用紙がセットされています。 
♦後トレイか5給紙する場ちは、 A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ 
の用紙をセットします。 

• カセットか日給紙する場ちは、 A 4 またはレターサイズの用紙をセットしま 
す。 


困ったとさには 



因つたとさには 














f ファクスを受信でをない 

■ ファクスを受信でをない、ファクスを印刷でをない 


原因 

巧処方法 

電源び入つていない 

• 電源が入っていないとファクスを受信でをません。電源ボタンを押して電源 
を入れてください。 

•電源が入ったまま（モードボタンのいずれかが点巧している状態)、電源プ 
ラグを抜いてしまったとをは、もう一度電源プラグを差し込むだけで、電源 
が入ります。 

• 電源ボタンを押して電源を切ってから（モードボタンがすべて消打している 
状態)、電源プラグを抜いたとさは、電源プラグを差し込んでか5、電源ボ 
タンを押し、電源を入れてください。 

•停電などで電源が切れてしまったとさには、停電が復旧ずると、自動的に電 
源が入0ます。 

メモ y びいごばいになコている 

メモリに保存されている原稿を印刷ずるか削除してメモリを空けてから、ちラ 
一度送信してち6ってください。づ P .4 日 

受信中にエラーび発をしている 

• 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。づ P . 已1 
• 通信管理レポートを印刷して、エラーが起をていないか確認してください。 

づ P .64 

モジュラーケーブルが正し<接続され 
ていない 

モジュラーケーブルは電話回線接続部へ、電話機（外付け電話、留守番電話、 
パソコンのモデムなどの周辺機器）は外付け機器接続部へ接続しているか確認 
してください。^『かんたんスタートガイド（本体設置編)』 

A 4、 レターサイズ、またはリーガル 
サイズなかの用紙びセットされている 

設定した給紙箇所に A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズじ(列の用紙が 
セットされていると、受信したファクスは印刷されず、メモリに保存されます 
(代行受信)。 A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの用紙をセットし、 

本機の 0 K ボタンを押してください。リーガルサイズの用紙は、後トレイに 
セットして<ださい。 

用紙び七ットされていない 

設定した給紙箇所に用紙がセットされていないと、受信したファクスは印刷さ 
れず、メモリに保存されます（代行受信)。用紙をセットして本機の 0 K ボタ 
ンを押して < ださい。 

インクびな<なコている 

インクがなくなると、受信したファクスは印刷されず、メモリに保存されます 
(代行受信)。インクタンクを交換『操作ガイド（お手入れ編)』）したあ 
と、メモリから印刷してください。与 P .4 日 

遣 

• ファクスモードでファクスを受信していた場合は、インクタンクを交換した 
あと自動的に印刷が始まります。 

• インクびなくなっても、受信したファクスを強制的に印刷するよラに設定ず 
ることびでをます。 

ただし、インク切れにより、ファクスの内容が部分的ちしくはすべて印刷さ 
れないことがあります。 

また、ファクスの内容はメモリに保存されません。 

なお、すでにインクがなくなっている場ちは、[受信機能設定]で[自動受 
信印刷]を[しない]に設定して受信したファクスを一度メモリに保存し、 
インクタンクを交換したあとにメモリに保存したファクスを手動で印刷する 
ことをお勧めします。与 P .6 吕 
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■ 電話とファクスのま信び自動的に切り替わ 6 ない 


原因 

巧処方 ミ 去 

受信モードが[ファクス優巧モード] 
になつていない 

受信モードが[ファクス専用モード]になっている場ち、電話とファクスは自 
動的に切り替わりません。 r 受信モードを設定する」 （P.42) を参照し、[ファ 
クス優先モード]に設定してください。 

また、[電話優先モード]で、本機に留守番電話を接続しているとをは、応答 
メッセージが正しく録音されていることを確認してください。 


■ 受信したファクスの画質び悪い 


原因 

巧処方法 

[ ECM 受信]の設定び[しない]に 
なつている 

[受信機能設定]の [ECM 受信]を[ずる]に設定してください。づ P.62 
「する」に設定すると、送信側のファクス機が自動的に誤りを訂正し再送しま 
す。 

送信側のフアクス機の原稿や読み取0 
部分び巧れている 

ファクスの画質は、おちに送信側のファクス機によって巧まります。送信側に 
連絡して、読み取り部分が巧れていないか確認してち6ってください。 

回結の巧態び悪いときに ECM 送受信 
していない、または送信側び ECM 巧 
応していない 

• [受信機能設定]の正 CM 受信]を[する]に設定してください。 ^P. 日2 
• 送信側のファクス機が ECM 送信をするよラに設定されているか確認してく 
ださい。 

• 送受信側のファクス機が ECM に対応していないときは、エラーをチェック 
しない標準モードで送受信されます。 

• 受信スタートスピードの設定を遅くしてください。与 P.63 


■ ま信時にエラーび巧生しやすい 


原因 

巧処方法 

電話回線や接続の巧態びよ < ない 

電話回線や接続の状態がよくないとさは、受信スタートスピードを遅くする 
と、エラーが解消されることがあります。 

受信スタートスピードの設定を遅くしてください。づ P. 日3 

送信側のファクスが正常に動作してい 
ない 

送信側に連絡して、ファクス機が正常に動作しているか確認してち6つてくだ 
さい。 


困ったとさには 
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f ファクスを送信でをない 

■ フアクスを送信でをない 


原因 

巧処方法 

電源び入つていない 

• 電源が入っていないとファクスを送信でをません。電源ボタンを押して電源 
を入れてください。 

♦電源が入ったまま（モードボタンのいずれかが点巧しているが態)、電源プ 
ラグを抜いてしまったとをは、もう一度電源プラグを差し込むだけで、電源 
が入ります。 

• 電源ボタンを押して電源を切ってから（モードボタンがすべて消なしている 
状態)、電源プラグを抜いたとさは、電源プラグを差し込んでか5、電源ボ 
タンを押し、電源を入れてください。 

•停電などで電源が切れてしまったとさは、停電が復旧すると、自動的に電源 
が入ります。 

メモ y か6送信中 

通信中/ メモリランプが点滅しているとをは、メモリから別の原稿が送信され 
ています。別の原稿の送信が終了するまでお待ちください。 

モジュラーケーブルびか付け機器接続 
部に接続されている 

電話回線接続部に接続し直してください『かんたんスタートガイド（本体 
設置編)』）。 

それでち送信でをないとさは、電話回線に問題があります。電話会社、接続し 
ている TA (ター S ナルアダプタ）または電話アダプタのメーカーへ連絡して 
ください。 

電話回線の種類{プッシュ回結/ダイ 
ヤル回線）が正し<設定されていない 

電話回線が自動で正しく設定されないことがあります。電話回線の種類を確認 
して設定を手動で変更してください。与 P.12 

[ダイヤルトーン巧知]の設定び[ず 
る]になつている 

時間をおいてから再度、送信してください。それでも送信でをないとさは、 
[ダイヤル!ン検知]を[しない]に設定してください。 ^P.61 

巧縮ダイヤルやワンタッチタイヤルに 
ファクスま号び正し < 登録されていな 
い 

短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルを使用してダイヤルするとをは、ファクス 
番号が正しく登録されているか確認してください。づ P.18 

送信中にエラーび発をしている 

• 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。づ P. 已1 

♦通信管理レポートを印刷して、エラーの内容を確認してください。与 P. 日4 

電話回線び正し < 接続されていない 

電話回線が正しく接続されているか確認して問題がない場合は、電話回線に問 
題があります。ご契約の電話会社に連絡してください。 

原稿び正し<セットされていない 

一度原稿を取り出し、原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正し 
くセットし直してください。^『操作ガイド（本体操作編)』の「原稿をセッ 
卜する」 

プリジタエラーび発生している 

液晶モニターに表示されているメッセージを確認し、問題を辭消してくださ 
い。 

与『操作ガイド（お手入れ編)』の「困ったとをには」 

お急ざの場ちは、ストップ/リセットボタンを押してエラーメッセージを閉じ 
ることにより、ファクスを送信することがでをます。 


■ 送信したフアクスの画質び悪い 


原因 

巧処方法 

原稿び正し<セットされていない、ま 
たは原稿台ガラス、原稿台カバーの裏 
側び巧れている 

♦一度原稿を取り出し、原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正し 
くセットし直してください。^『操作ガイド（本体操作編)』の「原稿を 
セットする」 

• 原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）を清掃したあとに『操作 
ガイド（お手入れ編)』の「清掃する」）、原稿をセットし直してください。 

づ『操作ガイド（本体操作編)』の r 原稿をセットする」 

送信したい原稿に合わせて画質や濃度 
を調節していない 

セットした原稿にちわせて画質（解像度）や濃度（明るさ）を調節してくださ 
し1。づ P.28、P. 吕日 
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原因 

巧処方法 

原稿の裏表の向きが正し<セツトされ 
ていない 

原稿台ガラスにセットするとをは、原稿の表面を下にしてください。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットするとをは、原稿の表面を上にしてくださ 
い。 

厚い原稿やカールしている原稿をファ 
クスしよラとしている 

厚い原稿やカールしている原稿を送信する場ち、原稿が浮いたり、陰になって 
をれいに送信でをないことがあります。 

原稿台カバーを手で押さえて読み込んで<ださい。 


■ 送信時にエラーび巧生しやすい 


原因 

巧処方法 

電話回線や接続の巧態びよ<ない 

電話回線や接続の状態がよくないとさは、送信スタートスピードを遅くする 
と、エラーが解消されることがあります。 

送信スタートスピードの設定を遅くしてください。づ P.61 


f 電話びつなび6ない 

■ ダイヤルでをない 


原因 

巧処方法 

モジュラーケーブルび正し<接続され 
ていない 

モジュラーケーブルが正しく接続されているか確認してください。づ『かんた 
んスタートガイド（本体設置編)』 

電話回線の種類{プッシュ回お/ダイ 
ヤル回線）び正し<設定されていない 

電話回線の種類を確認し、設定を変更してください。 ^P.12 


■ 通話中に電話び切れてしまラ 


原因 

巧処方法 

モジュラーケーブル、電話傑{巧付け 
電話、留守巧電話、パソコンのモデム 
などの周适機巧）が正し<接続されて 
いない 

モジュラーケーブル、電話機（别付け電話、留守番電話、パソコンのモデムな 
どの周辺機器）が正しく接続されていることを確認してください。 


困ったとさには 
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I 本機の設定を変更ずる 


ここでは、送信するファクスの発信元情報を設定する操作を例に、ファクス設定画面の設定変更の手順に 
ついて説明します。 


1 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

2 フアクス設定画面を表示する 


〇 イ►ボタンで[メンテナンス/さ設定]を選び、 
0 K ボタンを巧します。 

メンテナンス/さ設定画面が表示されます。 


0 0国 m 

メンテナンス/を設 

0 

を 

本機のを設定や 
お手入れができます 



イ►ボタンで[さ設定]を選び、 0 K ボタンを巧し 
ます。 

さ設定画面がまおされます。 


印刷設定 


PictBridg 墙定 


LAN 設を 


その他の設定 


言語還巧 

四ホ決定 


▲▼ボタンで[ファクス設定]を還び、 0 K ボタン 
を巧します。 

ファクス設定画面が表示されます。 


3 メニユーを選ぶ 


送信磯能設定 


受信機能設定 


四ホ決定 


〇 ▲▼ボタンで設定する項目を選び、 0 K ボタンを巧 
します。 

例：[基本設定]を選びます。 

選択した項目の設定画面が表示されます。 


本機の設定を変更する 
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Hi 夏本設定 


日付/時刻設定 

1 

曰付表示お式 


ユーザぶ/ TEL 登録 

(発信元記録位置 ) — 

オフフックアラーム 


音量調整 

四ホ決定 



0 ▲▼ボタンでメニューを選び、 0K ボタンを巧しま 
す。 

例：[発信元記録位置]を選びます。 


4設定を変更する 




H； 発信元記録位置 


(C 画像の刘■じ付ける 

[ 面橡の中に付ける ( 


四ホ決定 



0 



▲▼ボタンで設定項目を選び、 0K ボタンを巧しま 
す。 

例：[画像のかに付ける]を選びます。 


▲▼ボタンで設定項目を選び、 0K ボタンを巧しま 
す。 

例： [FAX] を選びます。 


設定を変更する前に、ユーザデータリストを印刷ずると、現在の設定を確認でをまず。詳しくは、「ユーザデー 
タリスト」 （P. 日已）を参照してください。 


f 設定でをる項目について 
■ 受信モード設定 

受信モード設定画面を表おする場ちは、 r 受信モードを設定する」 （P.42) を参照してください。 



々 


の 


み 


〇ファクス優先モード 

受信モードを[ファクス優先モード]に切り替えます。^ P.40 
〇 ファクス専用モード 

受信モードを[ファクス専用モード]に切り替えます。^ P.41 
〇電話優先モード 

受信モードを[電話優先モード]に切り替えます。 ^P.41 


本機の設定を変更する 
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■ メモ u 照を 

メモ U 照会画面を表おする場合は、「メモ U に保をされているファクスを印刷する」 （P.46) を参照 
してください。 



〇 

の 

0 


〇原稿 U スト印刷 

メモ U 内のファクスを U ストにして印刷します。与 P.47 
〇 指定原稿印刷 

メモ U 内のファクスを印刷します。与 P.47 
〇指定原稿削除 

メモ U か5ファクスを削除します。^ P.48 

■ レポート/リスト印刷 

レポート/ U スト印刷画面を表示する場合は、「印刷でをるレポートと U スト」 （P. 白 4) を参照して 
ください。 


巧口 


通イ己营巧レポート 

-0 

電話番号リスト 

-0 

ユーザデータ リスト - 

— 0 

原稿リスト 

-0 



励ホ游 



〇通信管理レポート 

通信管理レポートを印刷します。^ P.64 

〇 電話番号リスト 

電話番号 U ストを印刷します。 ^P.2 已 

-ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤル電話番号 U ストを印刷します。 
-短縮ダイヤル ：短縮ダイヤル電話番号 U ストを印刷します。 

-グループダイヤル ： グループダイヤル電話番号 U ストを印刷します。 
〇 ユーヴデータ リスト 

ユーヴデータ U ストを印刷します。与 P. 白已 
〇原稿リスト 

メモ U 内のファクスを U ストにして印刷します。与 P.47 


m 


本機の設定を変更する 































■ 電話番号登録 



電話番号登録画面を表おする場合は、「送信先を登録する」 （P.18) を参照して<ださい。 



〇 

の 

0 


〇ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルに登録します。与 P.18 

〇 短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルに登録します。づ P.19 
〇グループダイヤル 

グループダイヤルに登録します。^ P.21 
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匯基本設定 


基本設定画面をまおする場合は、「本機の設定を変更する」 (P.57) を参照してください。 


夏本設定 


曰付/時刻設定 
曰付表示お式 
ユー ザ、名/ TEL 登録 
発信元記録位置 
オフフックアラーム 
音量調整 
EB ホ決定 


か 

の 

包 

〇 

包 

〇 



ユーザ名/ TEL 登録 
発信元記録位置 


オフフックアラーム 
音量調整 
回線種別自動 
通信菅埋レポート 

四ホみ定 



〇日付/時刻設定 

現在の曰付/時刻を設定します。^ P.14 
〇 曰付表おお式 

液晶モニター、または送信ファクスに印刷される日付の表おお式を選びます。づ P.14 
まおお式には、[年/月/曰]、[月/曰/年]、[曰/月/年]の3とおりがあります。 

〇ユーヴ名/ TEL 登録 

送信ファクスに印刷される名前、ファクス/電話番号を登録します。^ P.1 6 
〇発信元記録位置 

発信元情報を印刷する位置（画像領域のがまたは画像領域の中）を選択します。印刷位置を 
選んだあとに、ファクス/電話番号の前に付ける文字 （[FAX] または [TEL]) を選びます。 
与 P.13 

〇オフフック アラー ム 

電話機の受話器が外れているとさ、警告音を鳴5すかど5かを選びます。 

〇音量調整 

-通信音量：通信中の音量を調整します。 

〇回線種別自動 

本機に接続されている電話回線の種類を自動で判別します。^ P.9 
[指定]を選ぶと電話回線の種類を選択でさます。 


本機の設定を変更する 









































o 通信管理レポート 

自動的に通信管理レポートを印刷するかどラかを選びます。づ P.64 


■ 送信機能設定 


送信機能設定画面を表おする場合は、「本機の設定を変更する」 （P. 已 7) を参照し、手順3で「送信 
機能設定」を選択してください。 


送信機能設定 


送信機能設定 


比 M を信 —— 

—0 

ポーズ時間設定 

ポーズ時間設を —— 

— 0 

自動リダイヤル 

自動リダイヤル —— 

— 0 

送信スタートスピード 

さ信スタートスピード —— 

— 〇 

カラー送信化巧 

カラー送信化埋 —— 

—© 

送信結果レポート 

送信結果レポート ー^ 

— 〇 

ダイヤルトーン巧知 一 

励ホ游 


EH ホ決定 


-0 


〇 ECM 送信 

本機は、 ECM (自動誤り訂正モード）方式で送受信するよラに設定されています。与 P.38 

受信側のファクス機ち ECM 方式に対応している場合、自動的に誤りを訂正し再送します。受 
信側のファクス機が ECM に対応していないとをは、標準モードで送受信されます。 



ECM 方式で送受信しないよラに設定することちでさます。 
0ポーズ時間設定 



U ダイヤル/ポーズボタンを巧して指定するポーズ1つ分の長さを設定します。 


〇自動 U ダイヤル 

自動的に U ダイヤルするかどラかを選びます。^ P.3 已 

[する]を選ぶと、 U ダイヤル回数や、ダイヤルしてか5次に U ダイヤルするまでの間隔を設 
定でさます。 


〇送信スタートスピード 

フアクスの送信スピードを選びます。 


〇カラー送信処理 

ADF (自動原稿給紙装置）を使ってカラーで送信するとさに送信先のファクスがカラーに巧 
応していない場合は、白黒モードで読み取って送信するかどラかを選びます。 


〇送信結果レポート 

送信したあとに、自動的に送信結果レポートを印刷するかど5かを選びます。づ P. 日7 
[エラー時のみ印刷]または[送信ごとに印刷]を選ぶと、送信ファクスの最初のぺージをレ 
ポートの下に印刷するかどラかを選ぶことがでさます。 


〇ダイヤルトーン検知 

発信動作と着信動作が重なったとさ、ファクス誤送信を防止します。 
[する]を選ぶと、本機がダイヤルトーン音を確認してか5発信します。 


本機の設定を変更する 





























■ き信機能設定 


受信機能設定画面を表おする場合は、「本機の設定を変更する」 （ P . 已 7) を参照し、手順3で「受信 
機能設定」を選択してください。 


受信機能設定 


自動受信印刷 
EC りき信 

ファクス優化モード 
着信呼び出し 
自動受信切り替え 
リモートま信 

四ホ決定 



H； 受信機能設定 

-0 

着信呼び出し 

-0 

自動き信切り替え 

-0 

リモート受信 

-0 

受信画像縮小 ~ 

-0 

受信スタートスピード ー 

-0 

受信結果レポート ー 


田3 ホ;夫を 




〇自動受信印刷 

ファクスを受信したとを、自動的に印刷をするかどラかを選びます。[しない]を選ぶと、受 
信したファクスはメモ U に保巧されます。^ P .46 

■インク切れでの印刷：インクがなくなつたとさに、受信したファクスをメモ U に保をしない 
で、強制的に印而 Ij するかどうかを選びます。 

ただし、ファクスを印刷した場合、インク切れにより、部分的もしく 
はすべて印刷されないことがあります。 

〇 ECM 受信 

本機は 、 ECM (自動誤り訂正モード）方式で送受信するよラに設定されています。与 P .38 
送信側のファクス機も ECM 方式に対応している場合、送信側のファクス機が自動的に誤りを 
訂正し再送します。送信側のファクス機が ECM に対応していないとさは、標準モードで送 
受信されます。 

ECM 方式で送受信しないよラに設定することちでさます。 

© ファクス優先モード 

ファクス優先モードのときの本機の応答方法を細かく設定でさます。^ P .40 
-呼び出し開始時間：着信がファクスか電話かを本機が判断するための時間を指定します。 
- TEL 呼び出し時間：電話のとさ、何砂呼び出し音を鳴5すかを指定します。 

■呼び出し後の動作：設定した呼び出し時間が経過したあと、ファクスを受信するかどラか 
を選びます。 

〇着信呼び出し 

ファクス優先モードまたはファクス専用モードで、が部接続機器の呼び出し音を鳴5すかど 
ラかを選びます。与 > P .40、 P .41 

[する]を選ぶと、何回呼び出し音を鳴5すか指定でさます。 

〇自動受信切り替え 

電話優先モードのとを、一定の時間呼び出し音を鳴5したあと、自動的にファクスを受信す 
るかどラかを選びます。^ P .41 

[する]を選ぶと、自動受信を開始するまでの時間を指定でさます。 

〇 U モート受信 

U モート受信がでをるよラにするかどラかを選びます。^ P .4 已 
[する]を選ぶと、 U モート受信のを変更でさます。 

〇受信画像縮ル 

セットした用紙サイズにおさまるよラに、受信ファクスを自動的に縮小するかどラかを選び 
ます。 

[する]を選ぶと、縮ルする方向を選ぶことがでさます。 


本機の設定を変更する 
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o 受信スタートスピード 

フアクスの受信スピードを選びます。 

〇受信結果レポート 

受信したあとに、自動的に受信結果レポートを印刷するかどラかを選びます。づ P . 日8 


本機の設定を変更する 




I EP 刷でをるレポートとリスト 


本機では、尚下の種類のレポートやリストを印刷することがでさます。詳しくは、該当するページを参照 
して < ださい。 


レポートちまたはリストを 

説明 

参照 

通信管理レポート 

送受信したファクスの履歴です。20通信ごとに自動的に印刷する 
かどラかを設定でをます。また、手動で印刷ずることちでさます。 

P .64 

ワンタツチダイヤル電話番号リスト 

ワンタッチダイヤルに登録されている番号と名前のリストでず。 

P .18 

短縮ダイヤル電話番号リスト 

短縮ダイヤルに登録されている番号と名前のリストでず。 

P .19 

グループダイヤル電話番号リスト 

グループダイヤルに登録されている番号と名前のリストでず。 

P .21 

ユーザデータリスト 

現在の設定と発信元情報のリストです。 

P . 日已 

原稿リスト 

現在メモ U にな存されている原稿のリストでず。 

P .46 

送信結果レポート 

ファクスの送信後に印刷されまず。 

このレポートを印刷ずるかどうか設定でをまず。 

また、エラーが発ちしたとをだけ印刷ずるよラに設定ずることもで 
をます。送信結果レポートの下に原稿の最初のページを印刷して、 
送信したファクスの内容がわかるよラに設定ずることちでさまず。 

P .67 

受信結果レポート 

ファクスの受信後に印刷されまず。 

このレポートを印刷ずるかどラか設定でをまず。 

また、エラーが発生したとをだけ印刷ずるよラに設定ずることもで 
をます。 

P .68 

マルチ通信結果レポート 

同報送信後に印刷されまず。 

P .68 



f 通信管理レポート 

送受信したファクスの履歴が印刷されます。お買い上げ時は、20回通信するごとに自動的に印刷される設 
定になっています。このレポートは、印刷されないよラに設定したり、手動で印刷することちでをます。 



設定については、 r 通信管理レポート」 （ P . 己 1) を参照して<ださい。 


■ 通信管理レポートを手動で印刷する 


1 用紙をセットする 

用紙のセットち法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

2 ファクスメニユー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 
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印刷でさるレポートと U スト 

















3 レポート/ y スト印刷画面を表示する 


旦国胃图阳 



レポート/リスト印刷 


通信管埋レポートや 
を種リストを印刷できます 


イ►ボタンで[レポート/リスト印刷]を選び、 
日 K ボタンを押します。 


4通信管巧レポートを印刷する 



▲▼ボタンで[通信管理レポート]を選び、日 K ボ 
タンを巧します。 


レポートを印刷して 
いいですか？ 


はし、 

いし、义 


0 


▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

通信管理レポートが印刷されます。 




f ユーザデータリスト 

ユーザデ—タリストには、 現在の設定と発信元情報が印刷されます。づ P .16 

■ ユーザデータ リストを印刷する 
1 用紙をセッ ト する 

用紙のセットち法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

Z ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを巧してか5、メニューボタンを巧します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

3 レポート/ y スト印刷画面を表示する 

〇イ►ボタンで[レポート / U スト印刷]を選び、 0 K ボタンを巧します。 


印刷でさるレポートとリスト 
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4 ユーザデータ! J ストを印刷する 

〇 ▲▼ボタンで[ユーザデータリスト]を選び、 0 K 
ボタンを巧します。 

〇 ▲▼ボタンで[はい]を選び、 0 K ボタンを巧しま 
す。 

ユーザデータ U ス トが印刷されます。 



為レポー ト/リスト印刷 


通信营巧レポート 
電話番号リスト 

^ーザデータリスト WSf ^ 

原稿リスト 


Eia ホ決定 
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f そのほかのレポート 

■ 送信結まレポート 

原稿を送信したあとに印刷されます。原稿が正甫に送信されたかどラかを確認することができます。 
お買い上げ時は、エラーが凳生したときだけ印刷する設定になっています。このレポートは、送信す 
るたびに印刷されるよ5に設定したり、印刷されないよラに設定することちでさます。 



• 設定については、 r 送信結果レポート」 （ P . 巴 1) を参照してください。 

• ファクス送信時のエラーについては、な下の「ファクス送信時のエラ ー- 覧」を参照して<ださい。 

ファクスを信時のエラ ー- 覧 

ファクスの送信時にエラーが発生すると、そのエラー番号が送信結果レポートに印刷されます（エラー内 
容が印刷されるちのちあります）。 

エラーま号に対応するエラー内容は次のとおりです。 


ま号 

エラー巧客 

巧処方 ミ 去 

#001 

ADF に原稿び巧つていまず。 

ADF の原稿をお認して OK を}申 
し、操作をや日直して<ださい 

ADF (自動原稿給紙装置）で原稿がつまりました。 

『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「困ったとをには」の 
「ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまる」を参照し、原稿を取り 
除を、ちラー度送信してください。 

#003 

原稿が長ずぎまず 

長さが400 mm じ(上ある原稿を送信しよラとしました。 

ADF (自動原稿給紙装置）か6送信でさる原稿の長さは、最長 

400 mm までです。これじ(上の長さの原稿は送信でをません。 

1ページの送信に時間がかかった場合も、#003が出力されます。 
原稿を分割して送信し直すか、画費（解像度）を低<設定して送信し 
直してください。 

#00呂 

巧手巧び应答しません 

送信先のファクス機び応答しません。 

送信先に連絡し、電話回線が接続されているかどラか調べてちらって 
<ださい。 

#012 

や D 直して<ださい 

送信先のファクス機の記録紙がないため送信でをませんでした。 

送信先に連絡し、記録紙をセットしてち日ってください。 

#017 

ダイヤルトーン巧知できまはんで 
した 

ダイヤル!ン（発信音）を検出でをませんでした。 

送信機能設定のダイヤルトーン検知が「する」になっています。「しな 
し1」に設定して送信してください。 

#018 

話し中でした 

送信先が話し中のため送信できませんでした。 

しば5くしてから、ちラー度送信してください。 

#022 

や D 直して<ださい 

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録したファクス/電話蚕 
号が間違っています。 

送信先のファクス/電話番号を確認し、ワンタッチダイヤルまたは短 
縮ダイヤルに登録したファクス/電話番号を変更し、ちラー度送信し 
て < ださい。 

#037 

メモ IJ びいつぱいでず 

本機のメモリがいっぱいのため送信でをませんでした。 

「メモリに保をされているファクス」 （ P .4 日）を参照し、メモリの内容 
を削除してか日、もラー度送信してください。 

#085 

モノク□でやり直して<ださい 

送信先のファクス機がカラーに对応していません。 

白黒でちラー度送信してください。 

STOP 

ファクスの送信中にストップ/リセットボタンを押したため、送信を 
中止しました。 

必要であれば、ちラー度送信してください。 


印刷でさるレポートとリスト 
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■ 受信結果レポート 

原稿を受信したあとに印刷されます。原稿が正常に受信されたかど5かを確認することができます。 
お買い上げ時は、印刷しない設定になっています。このレポートは、受信するたびに、またはエラー 
が発生したとをだけ印刷されるよラにち設定でをます。 

度 IS 

• 設定については、「受信結果レポート」 （ P .63) を参照してください。 

• ファクス受信時のエラーについては、け下の「ファクス受信時のエラ ー- 覧」をを照してください。 

ファクス受信時のエラ ー- 覧 

ファクスの受信時にエラーが発生すると、そのエラー番号が受信結果レポートに印刷されます。 

エラー番号に対応するエラー内容は次のとおりです。 


番号 

エラー内容 

巧処方巧 

#003 

1ページの受信に時間がかか0ず 
ぎていまず 

送信元に連絡して、原稿を分割して送信し直してちらラか、画費（解 
像度）を低く設定して送信し直してもらってください。 

#00呂 

巧手巧び应普しません 

手動でファクスを受信したときに、送信元のファクス機か日信号を検 
知することがでをませんでした。 

送信元に連絡し、ちラー度送信してちらラか、自動でファクスを受信 
するよラに本機を設定してください。 

#037 

メモ U びいつぱいでず 

本機のメモリがいっぱいのため受信でをませんでした。 

「メモリに保存されているファクス」 （ P .4 日）を参照し、メモリの内容 
を削除してか6、ちラー度送信してちらってください。 

STOP 

ファクスの受信中にストップ/リセットボタンを押したため、受信を 
中止しました。 

必要であれば、ちラー度送信してち5ってください。 


■ マルチ通信結まレポート 

複数の相手先に送信したあとに印刷されます。複数の相手先に正常に送信されたかど5かを確認する 
ことがでさます。 
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用透に合わせて受信モードを選ぼう！ 

ファクスの受信方まは「ファクスを受信ずる」 （ P .40) を、各モードの詳しい説明については下記のベージを参照してください。 


電話はほわないか己 
ファクスだけを受けとりたい 



留守にすることびをいか百 
留巧番電話でな巧したい 



ファクスが送信 電話を受けたいときは他の 

されてきたとき モードを選んでください 



* 自動のに受信されまず づ41ベージ 


ファクスよ日電話のほ5がをいか S 


ファクスがをた百"ポーポ ー" でお巧百せ 


ファクスび送信 
されてをたとを 


電話げかかって 
をたとさ 



* ファクスボタンを巧してか6 
[スタート]を巧しまず 


41ぺージ 


ファクスが送信 電話がかかって 

されてさたとさ さたとさ 









* 自動のに受信されまず 

V V 


電話よりファクスをよく使5か呂 
ファクスと電話を巧い分けたい 


ファクスび送信 電話びかかって 

されてをたとさ をたとを 



V 





























•キヤノン pixus ホームぺージ canon.jp/pixus 

新製品情報、 Q & A 、 各種ドライバのバージョンアップなど製品に関する情報を提供しております。 

※通信料はお客様のご負担になります。 

•キヤノンお客様ネ目談センター 

円 XUS •インクジ I ット複合機に関するご質問-ご相談は、下記の窓口にお願いいたします。 

キヤノンお客様相談センター 

050-555-9001 5 

年賀状印刷専用窓口 

050 -555-9001 9 (受付期間：11/1〜 1/15) 

【受付時間】 〈平日〉 9:00 〜 20:00、 化日ネ兄日〉 10:00 〜 17:00 (1/1 -1/3はがませていただきます) 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-211-9631 をご利用ください。 

《 I P 電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 

※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了を〈ださい。 



MX 850 


本機でほ用でをるインクタンクを号は、な下のちのです。 


7e 


9 


PGBK 



BCI-7eY 





BCI-7eM BCI-7eC 


インクタンクについてのごを意 

•インクタンクに巧を開けるなどの改造や分解をずると、インクが漏れ、本機の故障の原因となることがありまず。改造■分解は 
お勧めしません。 

-インクの詰め替えなどによる非純正インクのご使用は、印刷品質の低下やプリントへッドの故障の原因となることがありまず。 
非純正インクのご使巧はお勧めしません。 

-非純正インクタンクまたは非純正インクを使巧したことによる不具合への対応については、保守契約期間内または保証期間内で 
あってち有償となります。 

※インクタンクの交換については、『操作ガイド（お手入れ編)』の「インクタンクを交換する」を参照してください。 


紙幣、有価証券などを本機で印刷すると、その印刷物の使用如何に巧ね5ず、法律に違反し、罰せられます。 
関連法律：刑法第148桑、第] 4日条、第] 62桑/通貨及証券模造取締法第1条、第2条等 
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